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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
ポリエーテルアミドブロックコポリマーおよびポリエステル－ポリエーテルブロックコポ
リマー、ならびにこれらの混合物からなるグループから選択された熱可塑性非酸ポリマー
；およびｂ）可塑剤であって、上記可塑剤は、メチルオレエート、エチルオレエート、プ
ロピルオレエート、ブチルオレエート、およびオクチルオレエート、ならびにこれらの混
合物からなるグループから選択されるアルキルオレエートである、上記可塑剤を有し、上
記第1の熱可塑性材料における上記可塑剤の濃度は３重量％から５０重量％の範囲であり
、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心
硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　

ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配
を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が１０ショアＣから７０ショアＣの範囲であり、かつ
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、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が２０
ショアＣから９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現し、さ
らに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項２】
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
ポリエーテルアミドブロックコポリマーおよびポリエステル－ポリエーテルブロックコポ
リマー、ならびにこれらの混合物からなるグループから選択された熱可塑性非酸ポリマー
；およびｂ）可塑剤であって、上記可塑剤は、メチルオレエート、エチルオレエート、プ
ロピルオレエート、ブチルオレエート、およびオクチルオレエート、ならびにこれらの混
合物からなるグループから選択されるアルキルオレエートである、上記可塑剤を有し、上
記第1の熱可塑性材料における上記可塑剤の濃度は３重量％から５０重量％の範囲であり
、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心
硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　

ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒと同じか小さくて負の硬度
勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が１０ショアＣから７０ショアＣの範囲であり、かつ
、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が２０
ショアＣから９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現し、さ
らに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
【請求項３】
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
ポリエーテルアミドブロックコポリマーおよびポリエステル－ポリエーテルブロックコポ
リマー、ならびにこれらの混合物からなるグループから選択された熱可塑性非酸ポリマー
；およびｂ）可塑剤であって、上記可塑剤は、メチルオレエート、エチルオレエート、プ
ロピルオレエート、ブチルオレエート、およびオクチルオレエート、ならびにこれらの混
合物からなるグループから選択されるアルキルオレエートである、上記可塑剤を有し、上
記第1の熱可塑性材料における上記可塑剤の濃度は３重量％から５０重量％の範囲であり
、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心
硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　

ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配
を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣと同じか小さくてゼロまたは負
の硬度勾配を実現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が１０ショアＣから７０ショアＣの範囲であり、かつ
、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が２０
ショアＣから９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現し、さ
らに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、全般的には、多層コアとカバーとを具備するマルチピースゴルフボールに
関する。１実施例において、多層コアは、内側および外側コア層を含む二層コアである。
コア層の少なくとも１つは、熱可塑性組成物、好ましくは非酸ポリマーおよび可塑剤を有
する熱可塑性組成物から製造される。１つのバージョンにおいて、この可塑化熱可塑性組
成物は内側コアを製造するのに使用され、第２の熱可塑性組成物が外側コア層を製造する
のに使用される。適切な非酸ポリマーは、例えば、ポリエステル、ポリアミド、ポリオレ
フィン、およびポリウレタンを含む。
【背景技術】
【０００２】
　多層ソリッドゴルフボールは、昨今、趣味またはプロのゴルファにより採用されている
。基本的には、これらゴルフボールは、カバーによって防護された内側コアを含む。コア
はボールの主たるエンジンとして働き、カバーは耐久性および摩耗耐性をボールに付与す
る。コアおよびカバーは１層でも多層でも良い。例えば、スリーピースゴルフボールは内
側コア、内側カバー層、および外側カバー層を具備し、人気がある。他の例では、ゴルフ
ァはフォーピースボールを利用し、これは二重コア（内側コア、および包囲外側コア層）
および二重カバー（内側カバー層および包囲外側カバー層）を含む。中間層が、コアおよ
びカバー層の間に配置されて種々の特性を付与して良い。そのため、ファイブピースおよ
びシックスピースのボールが製造できる。
【０００３】
　通常、コア層は、天然または合成ゴム材料、または高度に中和されたアイオノマーポリ
マー（ＨＮＰ）から製造される。これらアイオノマーポリマーは、典型的には、エチレン
およびメタクリル酸またはアクリル酸のコポリマーであり、これは部分的または充分に中
和される。ナトリウム、リチウム、亜鉛、およびマグネシウムのような金属イオンがコポ
リマーの酸基を中和するのに用いられる。酸基は、部分的に中和されても（典型的には約
１０～７０％の酸基が中和される）、高度に中和されてもよい（典型的には約７０％を越
える量の酸基が中和される）。コア材料として使用されるのに加えて、これら酸コポリマ
ーアイオノマーはゴルフボールの中間およびカバー層を製造するのに使用されて良い。そ
のようなアイオノマー樹脂は良好な耐久性および堅牢性を有する。コア材料として使用さ
れるときには、アイオノマー樹脂は大きな初速度をゴルフボールに付与するのを支援する
。カバー材料として使用されるときには、アイオノマー樹脂は耐久性、摩耗耐性、および
、切断／剪断抵抗をゴルフボールに付与するのを支援する。
【０００４】
　上述したように、近年、スリーピースおよびフォーピースのボールがより人気を得るよ
うになってきている。新たな製造技術、より廉価な製造コスト、および所望の協議性能特
性が、これらマルチピースボールが人気を得るのに貢献してきた。今日使用されている多
くのゴルフボールは、内側コアおよび少なくとも１つの包囲外側コア層を有する多層コア
を具備する。例えば、内側コアは比較的柔らかくて弾力性のある材料から製造されて良く
、他方、外側コア層はより固く、より堅固な材料から製造されて良い。「二重コア」部分
組立体は、少なくとも１層のカバーにカプセル化されて最終ボール組立体を実現する。種
々の材料がコア部分組立体を製造するのに使用でき、これにはポリブタジエンゴム、およ
びエチレン酸コポリマーアイオノマーが含まれる。例えば、米国特許第６，８５２，０４
４号は、比較的柔らかい、低圧縮の内側コアが比較的堅固な外側コアにより包囲される多
層コアを具備するゴルフボールを開示している。米国特許第５，７７２，５３１号は、内
側層、中間層、および外側層を有する３層構造を具備するソリッドコアと、このソリッド
コアをコーティングするためのカバーとを有するソリッドゴルフボールを開示している。
米国特許出願公開第２００６／０１２８９０４号は、また、多層コアゴルフボールを開示
している。
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【０００５】
　先に検討したように、多くのゴルフボールは、内側コアおよび包囲外側コア層を有する
多層コアを具備する。例えば、内側コアはポリブタジエンゴムから製造されて良く、外側
コア層は上述のエチレン酸コポリマーアイオノマー樹脂から製造されて良い。ただし、エ
チレン酸コポリマーアイオノマー組成物から製造された部品を具備するボールの欠点は、
硬い「フィーリング」を有しがちであるということである。いくらかのプレーヤは、クラ
ブフェースがこれら「より硬い」ボールに接触したときに、よりごつごつし、あまり快適
でないフィーリングを経験する。
【０００６】
　したがって、業界は、多くの非アイオノマー材料、例えば、ポリオレフィン、ポリアミ
ド、ポリエステル、ポリウレタン、ポリ尿素、フルオロポリマー、ポリビニルクロライド
、ポリカーボネート、ポリエーテル、ポリイミド、その他を、ゴルフボールの部品および
層を製造するために検討してきた。例えば、米国特許第６，８７２，７７４号（Ｓｕｌｌ
ｉｖａｎ等）はコア、中間層、およびカバーを具備する多層ゴルフボールを開示する。中
間層は、非アイオノマー酸コポリマーおよび非アイオノマー剛性ポリマーを有し、これは
ポリアミドおよびポリプロピレンおよび無水マレイン酸またはスルホン酸基でグラフト化
されたポリエチレンコポリマーのブレンドを含む。
【０００７】
　米国特許第６，８００，６９０号（Ｒａｊａｇｏｐａｌａｎ等）においては、ポリアミ
ドおよび、ポリエチレンおよびエチレンのコポリマーのようなグラフト化または非グラフ
ト化メタローセン触媒オレフィンポリマーを含む非アイオノマー材料を有する組成物から
形成された少なくとも１つの層を具備するゴルフボールが開示されている。オレフィンポ
リマーは、また、エポキシ、無水物、アミン、オクサゾリン、スルホン酸、カルボン酸、
およびそれらの塩のような官能基を含んで良い。
【０００８】
　米国特許出願公開第２０１０／０１６７８４５号（Ｋｉｍ等）は、コア、少なくとも１
つの中間層、および、ポリアミドとポリアミドの官能性ポリマー修正物とのブレンドから
準備された少なくとも１つのカバー層を具備するゴルフボールを開示する。ポリアミドの
官能性修正物は、α－オレフィンコポリマーまたはターポリマーを含んで良く、これはグ
リシジル基、ヒドロキシル基、無水マレイン酸基、またはカルボン酸基を含むことができ
る。ポリアミド組成物は好ましくはポリアルケナマーゴム／官能性有機修正材料とブレン
ドされる。
【０００９】
　米国特許出願公開第２００６／０１７２８２３号（Ｌｏｐｅｒ等）においては、１また
は複数のコア層、１つの内側マントル層、１つの外側マントル層、および１または複数の
カバー層を具備する４ピースゴルフボールが開示されている。１実施例において、内側マ
ントル層および／または外側マントル層の組成物は、ポリアミドまたはコポリマーポリア
ミドと他のポリマーとのブレンドを有する。'８２３公報によれば、ブレンドに適した他
のポリマーは、アイオノマー、コポリエーテルアミドエラストマー、ポリアリレート、ポ
リオレフィン、ポリオクテナマー、ポリウレタン、スチレンブロックコポリマー、メタロ
ーセン触媒ポリマー、およびポリエステルを含む。
【００１０】
　上述した非アイオノマー組成物のうちのいくつかは、ゴルフボールの所定の部品および
層を製造するのにある程度有益であるけれども、ボールに高品質の性能を付与することが
できる新しい組成物に対する要請が依然として存在する。とりわけ、ゴルフボールの改善
されたコア構造に対する要請が引き続いている。コア材料は、良好な耐久性を有し、しか
も、ボールに大きな弾力性を付与する必要がある。しかしながら、コア材料は、フィーリ
ング、柔らかさ、およびスピン制御のような特性を犠牲にするほど過剰に硬く堅固であっ
てはならない。この発明は特性の最適な組合せを実現するゴルフボールを提供する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】米国特許第６，８５２，０４４号
【特許文献２】米国特許第５，７７２，５３１号
【特許文献３】米国特許出願公開第２００６／０１２８９０４号
【特許文献４】米国特許第６，８７２，７７４号
【特許文献５】米国特許第６，８００，６９０号
【特許文献６】米国特許出願公開第２０１０／０１６７８４５号
【特許文献７】米国特許出願公開第２００６／０１７２８２３号
【発明の開示】
【００１２】
　この発明は全般的には多層ゴルフボールに関し、より具体的には熱可塑性非酸ポリマー
／可塑剤組成物から製造された少なくとも１つの層を具備するゴルフボールに関する。１
つのバージョンにおいて、ゴルフボールは、第１の熱可塑性材料を有する内側コアを含む
２層コア組立体を具備するコアと、第２の熱可塑性材料を有する包囲外側カバーとを有す
る。好ましくは、第１の熱可塑性組成物は、（ｉ）熱可塑性非酸ポリマーと、（ｉｉ）可
塑剤とを有する。１実施例において、内側コアおよび外側コア層の各々は制の硬度勾配を
有する。第２の実施例において、内側コアはゼロまたは負の硬度勾配を有し、外側コア層
は正の硬度勾配を有する。さらに他の実施例において、内側コアは正の硬度勾配を有し、
外側コア層はゼロまたは負の硬度勾配を有する。好ましくは、内側コアの中心硬度（Hｉ
ｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）は、約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であ
り、外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は約２０
ショアＣから約９５ショアＣの範囲であり、コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現する
。
【００１３】
　好ましくは、非酸ポリマーは、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリオレフィン、ポ
リアミド、ポリエステル、ポリエーテル、ポリウレタン、ポリビニルクロライド、ポリビ
ニルアセテート、ポリイミド、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレンジエンゴム
、スチレンブロックコポリマーゴム、アルキルアクリレートゴム、およびこれらの混合物
からなるグループから選択される。例えば、ポリアミド６；ポリアミド６，６；ポリアミ
ド６，１０；ポリアミド６，１２；ポリアミド１１；ポリアミド１２；ポリアミド６，９
；およびポリアミド４，６およびこれらのコポリマーおよびブレンドのようなポリアミド
を使用して良い。、
【００１４】
　種々の可塑剤が熱可塑性組成物中に使用されて良い。１つの具体的な好ましいバージョ
ンでは、熱可塑性組成物は脂肪酸エステル、具体的には、アルキルオレエート、より具体
的にはエチルオレエートを有する。好ましくは、熱可塑性組成物は、組成物の重量を基準
にして重量で約３から約５０％、より好ましくは約８から約４２％の、さらに好ましくは
約１０から約３０％の可塑剤を有する。
【００１５】
　好ましくは、第２の熱可塑性材料は、ａ）エチレンとα，β－不飽和カルボン酸とのコ
ポリマーで、オプションとして、アルキルアクリレートおよびメタクリレートからなるグ
ループから選択された柔軟化モノマーを含むもの；ｂ）可塑剤；およびｃ）材料中に存在
する全酸基の約０から約１００％を中和するのに十分な量だけ存在するカチオン源を有す
る。この第２の熱可塑性材料は、酸基の７０％より多く、好ましくは９０％より多くが中
和されるように酸基を含むエチレン酸コポリマーを有する。他の実施例において、第２の
熱可塑性材料は、ポリエステル；ポリアミド；ポリアミド－エーテル；ポリアミド－エス
テル；ポリウレタン、ポリ尿素；フルオロポリマー；ポリスチレン；ポリプロピレン；ポ
リエチレン；ポリビニルクロライド；ポリビニルアセテート；ポリカーボネート；ポリビ
ニルアルコール；ポリエステル－エーテル；ポリエーテル；ポリイイド、ポリエーテルケ
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トン、ポリアイドイミド；およびこれらお混合物からなるグループから選択される。さら
に他の実施例において、熱硬化性組成物、例えば、ポリブタジエンゴムが外側コア層を形
成するのに使用される。
【００１６】
　この発明の熱可塑性非酸ポリマー／可塑剤組成物は、１または複数のコア、中間、また
はカバー層を形成するために使用されて良い。これら組成物は、反発係数（ＣｏＲ）およ
び圧縮を含む特性の良好な組合せを保有し、種々のゴルフボール層を製造するのに使用で
きる。例えば、反発係数が少なくとも約０．７５０、好ましくは少なくとも約０．８００
で、ショアＣ表面硬度が約１０から約７５、好ましくは約２０から約６０である熱可塑性
組成物を有する成型球を製造できる。１実施例において、比較的低圧縮、例えば、約２５
から約５５の範囲の圧縮を有するボールを製造できる。
【００１７】
　この発明を特徴付ける新規な技術は、添付の特許請求の範囲に示される。しかしながら
、この発明の好ましい実施例が、他の目的、および付随する効果とともに、添付図面と関
連する以下の詳細な説明を参照して最も良好に理解される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明に従って製造された、ゴルフボール用の二層コアの断面図である。
【図２】この発明に従って製造された二層コア単一層カバーを具備するスリーピースゴル
フボールの断面図である。
【図３】この発明に従って製造された二層コアおよび二層カバーを具備するフォーピース
ゴルフボールの断面図である。
【図４】この発明に従って製造された二層コアおよび二層カバー、並びにこれらコアおよ
びカバーの間に配された中間層を具備するファイブピースゴルフボールの他のバージョン
の断面図である。
【発明の詳細な説明】
【００１９】
［ゴルフボール構造］
　種々の構造を具備するゴルフボールがこの発明に従って製造されて良い。例えば、スリ
ーピース、フォーピース、ファイブピース、またはより多くのピースの構造でゴルフボー
ルが製造されて良い。ここで、用語「ピース」はゴルフボール構造の任意のコア、カバー
、または中間層を指す。そのようなゴルフボール構造の代表的な図が以下にさらに示され
検討される。用語「層」は、ここで使用されるように、一般的には、ゴルフボールの任意
の球状部分を意味する。より具体的には、１つのバーションにおいて、ワンピースボール
が、いずれのペイントまたはコーティングおよび印が塗布されていない完成体のゴルフボ
ールとして、この発明の組成物を利用して製造される。第２のバージョンとして、シング
ルコアおよびシングルカバー層を有するツーピースボールが製造される。第３のバージョ
ンとして、二重層コアおよび単一層カバーを含むスリーピースボールが製造される。デュ
アルコアは、内側コア（センタ）と包囲外側コア層とを含む。他のバージョンにおいて、
シングルコア層および２つのカバー層を含むスリーピースボールが製造される。さらに他
のバージョンにおいて、デュアルコアおよびデュアルカバー（内側カバーおよび外側カバ
ー）を有するフォーピースゴルフボールが製造される。さらに他の構造においては、デュ
アルコア；１つの中間層、１つの内側カバー層、および１つの外側カバー層を含むフォー
ピースまたはファイブピースのゴルフボールボールが製造される。さらに他の構造におい
て、最も内側のコア層（またはセンタ）、中間コア層、外側コア層、内側カバー層、およ
び外側カバー層を含むファイブピースボールが製造される。種々の層の直径および厚さは
、その特性、例えば硬度および圧縮と同様に、構造、およびゴルフボールの所望の競技性
能特性に応じて変化して良い。上述のワンピース、ツーピース、スリーピース、フォーピ
ースまたはファイブピース、またはそれ以上のピース（層）のボールのいずれにおいても
任意の１つまたは複数の層は上述の可塑化熱可塑性組成物を有して良い。すなわち、内側
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（センタ）コアおよび／または外側コア層、および／または内側、中間、または外側カバ
ー層のうちの任意のものがこの発明の可塑化組成物を有して良い。
【００２０】
　また、２以上の熱可塑性層をゴルフボールに用いるときには、それぞれの層の熱可塑性
組成物は同一でも異なっていても良く、それら組成物は同一または異なる硬度値を有して
良い。例えば、内側カバーが第１の熱可塑性組成物を有し、外側カバー層が第２の熱可塑
性組成物を有する二重層カバー組立体を製造して良い。第１および第２の組成物は同一で
も良く、またはそれぞれの組成物が異なっても良い。例えば、この発明の可塑化熱可塑性
組成物がカバー層の一方または双方に用いられて良い。好ましくは、この発明の可塑化熱
可塑性組成物は少なくとも１つのカバー層を形成するのに用いられる。同様に、２以上の
熱硬化性層をゴルフボールに使用するときには、それぞれの層の熱硬化性塑性物は同一で
も異なっても良く、組成物は同一または異なる硬度値を有して良い。さらに、いくつかの
例では、具体的な層の熱可塑性材料が、２、３、またはそれ以上の、同一または異なる熱
可塑性組成物の「部分層」（ｓｕｂ－ｌａｙｅｒｓ）を構成しても良い。すなわち、各熱
可塑性層が同一または異なる熱可塑性材料の１または複数の部分層から形成されて良い。
そのような例では、熱可塑性層は、独立して区々とした複数の要素層から製造される複合
層と考えることができる。好ましくは、要素層の少なくとも１つがこの発明の可塑化熱可
塑性組成物を有する。
【００２１】
［非酸ポリマー］
　非酸ポリマー（ＮＡＰ）はこの発明によって可塑化され、この発明のゴルフボール構造
中の任意の層を形成するのに使用されて良い。用語「非酸ポリマー」は、ここで使用され
るように、「酸ポリマー」でないポリマーを意味し、一般的には、「酸ポリマー」は、遊
離カルボン酸含有モノマーから形成された、遊離カルボン酸基を含有するポリマーを意味
する。用語「ポリマー」は、ここでは一般的に、典型的には共有結合によって結合された
繰り返し構造単位を具備する大きな分子（マクロ分子）を指し、これに限定されないが、
オリゴマー、ホモポリマー、コポリマー、およびこれらの組合せを含む。用語「コポリマ
ー」は、ここで使用されるように、２、３、またはそれ以上の異なるタイプのモノマーか
ら形成されたポリマーを含む。この発明の非酸ポリマー組成物は、２またはそれ以上の非
酸ポリマーのブレンドを含んで良いことを理解されたい。
【００２２】
　この発明の組成物を形成するのに使用して適切な非酸ポリマーは、これに限定されない
が、以下のものを含む。
（ａ）ポリエステル。とくに本出願人の出願に係る米国特許出願第１４／５３２，１４１
号に開示されたような、可塑化ポリエステル組成物。この出願の内容は参照してここに組
み入れる。
（ｂ）ポリアミド。とくに本出願人の出願に係る米国特許出願第１４／３０９，０６６号
（米国特許出願公開号２０１４／０３０２９４７号）、同第１４／３３０，１８９号（米
国特許出願公開号２０１４／０３２３２４３号）、および米国特許出願第１４／５６３，
６４６号に開示されたような、可塑化ポリアミド組成物。これら出願の内容は参照してこ
こに組み入れる。
（ｃ）ポリウレタン、ポリ尿素、およびポリウレタン－ポリ尿素ハイブリッド。とくにと
くに本出願人の出願に係る米国特許出願第１４／６７２，４８５号に開示されたような、
可塑化ポリウレタン組成物。この出願の内容は参照してここに組み入れる。
【００２３】
　非酸ポリマーの他の例は、フルオロポリマー；メタローセン触媒ポリマー；ポリスチレ
ン、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン、ポリ（スチレンスルホネート）、ポリエ
チレンスチレン；ポリオレフィン、例えば、ポリプロピレンおよびポリエチレン、とくに
、スルホン酸塩の無水マレイン酸のような官能基で修正された、グラフト化ポリプロピレ
ン、およびグラフト化ポリエチレン；ポリビニルクロライドおよびグラフト化ポリビニル
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クロライド；ポリビニルアセテート；ポリカーボネート；ポリエーテル例えばポリアリー
レンエーテル、ポリフェニレンオキシド；ポリイミド；ポリエーテルケトン；およびポリ
アミドイミドを含む。とくに、非酸ポリマーは、以下の遊離カルボン酸基を含むモノマー
のいずれからも多重化されなかった。すなわち、アクリル酸、メタクリル酸、エタクリル
酸、マレイン酸、クロトン酸、フマル酸、およびイタコン酸である。
【００２４】
　とくに適切な商業的に入手可能な非酸ポリマーの例は、これに限定されないが、Ａｅｋ
ｅｍａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商業的に入手可能な、Ｌｏｔａｄｅｒ（商標）エチ
レン－アルキルアクリレートポリマーおよびＬｏｔｙｌ（商標）エチレン－アルキルアク
リレートポリマー、とくに、Ｌｏｔａｄｅｒ（商標）４２１０、４６０３、４７００、４
７２０、６２００、８２００、およびＡＸ８９００；Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎ
ｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入手可能な、Ｅｌｖａｌｏｙ（商標
）ＡＣエチレン－アルキルアクリレートポリマー、とくにＡＣ１２２４、ＡＣ１３３５、
ＡＣ２１１６、ＡＣ３１１７、ＡＣ３４２７、およびＡＣ３４０３５；Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐ
ｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入手可能な、Ｆｕ
ｓａｂｏｎｄ（商標）エラストマーポリマー、例えば、エチレンビニルアセテート、ポリ
エチレン、メタローセン触媒ポリエチレン、エチレンプロピレンゴム、およびポリプロピ
レン、とくに、Ｆｕｓａｂｏｎｄ（商標）Ｎ５２５、Ｃ１９０、Ｃ２５０、Ａ５６０、Ｎ
４１６、Ｎ４９３、Ｎ６１４、Ｐ６１４、Ｍ６０３、Ｅ１００、Ｅ１５８、Ｅ２２６、Ｅ
２６５、Ｅ５２８、およびＥ５８９；Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌから商業的に入手可能な、Ｈｏ
ｎｅｙｗｅｌｌ　Ａ－Ｃポリエチレンおよび酸化ポリエチレン、例えば、Ａ－Ｃ６５５お
よびＡ－Ｃ３９５；Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入
手可能な、Ｎｏｒｄｅｌ（商標）ＩＰゴム、Ｅｌｉｔｅ（商標）ポリエチレン、Ｅｎｇａ
ｇｅ（商標）エラストマー、および、Ａｍｐｌｉｆｙ（商標）官能化ポリマー、とくにＡ
ｍｐｌｉｆｙ（商標）ＧＲ２０７、ＧＲ２０８、ＧＲ２０９、ＧＲ２１３、ＧＲ２１６、
ＧＲ３２０、ＧＲ３８０、およびＥＡ１００；ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入手可能な、Ｅｎａｂｌｅ（商標）メタローセンポリエチ
レン、Ｅｘａｃｔ（商標）プラストマー、Ｖｉｓｔｍａｘｘ（商標）ポリエチレンベース
のエラストマーおよびＶｉｓｔａｌｏｎ（商標）ＥＰＤＭゴム；ＬｙｏｎｄｅｌｌＢａｓ
ｅｌｌから商業的に入手可能な、Ｓｔａｒｆｌｅｘ（商標）メタローセン線形低密度ポリ
エチレン；Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙか
ら商業的に入手可能な、Ｅｌｖａｌｏｙ（商標）ＨＰ４０５１、ＨＰ４４１、ＨＰ６６１
、およびＨＰ６６２エチレン－ブチルアクリレート－一酸化炭素ポリマー；Ａｒｋｅｍａ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商業的に入手可能な、Ｅｖａｔａｎｅ（商標）という、１
８から４２％のビニルアセテート含有量を具備するエチレン－ビニルアセテートポリマー
；Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的
に入手可能な、Ｅｌｖａｘ（商標）という、７．５から４０％のビニルアセテート含有量
を具備するエチレン－ビニルアセテートポリマー；Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅ
ｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入手可能な、Ｖａｍａｃ（商標）Ｇと
いう、エチレン、メタクリレート、および加硫点モノマー（ｃｕｒｅ　ｓｉｔｅ　ｍｏｎ
ｏｍａｅｒ）のターポリマー；ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙから商業的に入手可能な、Ｖｉｓｔａｌｏｎ（商標）ＥＰＤＭゴム；Ｋｒａｔｏｎ　Ｐ
ｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　Ｉｎｃから商業的に入手可能な、Ｋｒａｔｏ
ｎ（商標）スチレンブロックコポリマー、とくにＫｒａｔｏｎ（商標）ＦＧ１９０１ＧＴ
、ＦＧ１９２４ＧＴ、およびＲＰ６６７０ＧＴ；Ｋｕｒａｒａｙ　Ｃｏ．　Ｌｔｄ．から
商業的に入手可能な、Ｓｅｐｔｏｎ（商標）スチレンブロックコポリマー；Ｅ．Ｉ．ｄｕ
　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入手可能な、
Ｈｙｔｅｌ（商標）ポリエステルエラストマー、とくにＨｙｔｅｌ（商標）３０７８、４
０６９、および５５５６；Ｃｅｌａｎｅｓｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商業的に入手
可能な、Ｒｉｔｅｆｌｅｘ（商標）ポリエステルエラストマー；Ａｒｋｅｍａ　Ｉｎｃか
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ら商業的に入手可能な、Ｐｅｂａｘ（商標）熱可塑性ポリエーテルブロックアミド、とく
にＰｅｂａｘ（商標）２５３３、３５３３、４０３３、および５５３３；Ｔｈｅ　Ｄｏｗ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入手可能な、Ａｆｆｉｎｉｔｙ（商標
）およびＡｆｆｉｎｉｔｙ（商標）ＧＡエラストマー、Ｖｅｒｓｉｆｙ（商標）エチレン
－プロピレンコポリマーエラストマー、およびＩｎｆｕｓｅ（商標）オレフィンブロック
コポリマー；ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商業的に入
手可能な、Ｅｘｘｅｌｏｒ（商標）ポリマー樹脂、とくにＥｘｘｅｌｏｒ（商標）ＰＥ１
０４０、ＰＯ１０１５、ＰＯ１０２０、ＶＡ１２０２、ＶＡ１８０１、ＶＡ１８０３、お
よびＶＡ１８４０；および、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商業的に入
手可能な、Ｒｏｙａｌｔｕｆ（商標）ＥＰＤＭ、とくにＲｏｙａｌｔｕｆ（商標）４９８
という、非晶質ＥＰＤＭをベースにした無水マレイン酸修正ポリオレフィン、およびＲｏ
ｙａｌｔｕｆ（商標）４８５という、半結晶ＥＰＤＭをベースにした無水マレイン酸修正
ポリオレフィンを含む。
【００２５】
　具体的には、非酸ポリマーは、例えば、エチレン－アルキルアクリレートポリマー、と
くにポリエチレン－ブチルアクリレート、ポリエチレン－メチルアクリレート、およびポ
リエチレン－エチルアクリレート；メタローセン触媒ポリマー；エチレン－ブチルアクリ
レート－一酸化炭素ポリマーおよびエチレン－ビニルアセテート－一酸化炭素ポリマー；
ポリエチレン－ビニルアセテート；加硫点モノマーを含有するエチレン－アルキルアクリ
レートポリマー；エチレン－プロピレンゴムおよびエチレン－プロピレン－ジエンモノマ
ーゴム；オレフィンエチレンエラストマー、とくに、エチレン－オクテンポリマー、エチ
レン－ブテンポリマー、エチレン－プロピレンポリマー、およびエチレン－ヘキセンポリ
マー；スチレンブロックコポリマー；ポリエステルおよびポリアミドエラストマー；ポリ
オレフィンゴム、とくにポリブタジエン、ポリイソプレンおよびスチレン－ブタジエンゴ
ム；および熱可塑性ポリウレタンのような、非酸エラストマーポリマーであって良い。
【００２６】
　この発明の組成物を製造するのに使用して良い非酸ポリマーの付加的な例は、例えば、
天然および合成ゴムを含み、これは、それのみではないけれども、エチレンプロピレンゴ
ム（「ＥＰＲ」）、エチレンプロピレンジエンゴム（「ＥＰＤＭ」、スチレンブロックコ
ポリマーゴム（例えばＳＩ、ＳＩＳ、ＳＢ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、その他。ここで「Ｓ」は
スチレン、「Ｉ」はイソブチレン、および「Ｂ」はブタジエンである）、ブチルゴム、ハ
ロブチルゴム、イソブチレンおよびパラ－アルキルスチレンのコポリマー、イソブチレン
およびパラ－アルキルスチレンのハロゲン化コポリマー、天然ゴム、ブタジエンのアクリ
ロニトリルとのコポリマー、ポリクロロプレン、アルキルアクリレートゴム（例えば、エ
チレン－アルキルアクリレートおよびエチレン－アルキルメタクリレート、より具体的に
はエチレン－エチルアクリレート、エチレン－メチルアクリレート、およびエチレン－ブ
チルアクリレート）、塩素化イソプレンゴム、アクリロニトリル塩素化イソプレンゴム、
およびポリブタジエンゴム（ｃｉｓおよびｔｒａｎｓ）を含む。
【００２７】
　この発明の非酸ポリマーは、ゴルフボール中にしばしば使用される酸ポリマーおよびア
イオノマー、典型的には、α－オレフィン、およびＣ３－Ｃ８α，β－エチレン不飽和カ
ルボン酸のオプションの軟化モノマーの下でのコポリマーと対照的である。これら酸コポ
リマーは通常では充分な量のカチオン源と反応して、少なくとも７０％、より典型的には
少なくとも９０％の存在中の酸基が中和されてアイオノマーを形成する。
【００２８】
　通常、アイオノマーは、遊離カルボン酸基を含有するポリマーとα－オレフィンとを重
合させ、少なくともある程度の酸基を金属カチオンで中和することにより、製造される。
例えば、エチレンおよびメタクリル酸は最初に反応させられて以下の図表に示すような酸
ポリマーを形成して良い。
【００２９】
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酸ポリマーの生成
【化１】

【００３０】
　つぎに、アイオノマーは酸ポリマーをカチオン源（例えば、ナトリウムまたは亜鉛カチ
オン源）と反応させて中和することにより形成されて良い。例えば、酸ポリマーはＮａＯ
ＨまたはＺｎＣＯ３と反応させられて良い。１例において、結果として得られポリマーは
以下の図表に示すようなナトリウム塩である。
【００３１】
アイオノマーの生成
【化２】

【００３２】
　上述のように、この発明の非酸ポリマーは、先に説明した酸ポリマーおよびそのような
酸ポリマーから形成される、これに対応するアイオノマーとは顕著に異なる。なぜならば
、この発明の非酸ポリマーは遊離カルボン酸含有モノマーから形成されず、またこれらポ
リマーは遊離カルボン酸基を含まないからである。
【００３３】
［熱可塑性組成物を製造するための可塑剤］
　先に検討したように、この発明の非酸ポリマー組成物は、可塑剤を含む。可塑剤を添加
すると、組成物のガラス転移点温度（Ｔｇ）を減少させるのに役立つ。ポリマーのガラス
転移は、それより下では、ポリマーが比較的脆く、それより上ではゴム状である範囲であ
る。Ｔｇを減少させるのに加えて、可塑剤は、Ｔｇより上の温度範囲でｔａｎδも減少さ
せることができる。ポリマーのＴｇは、示差走査熱量計（Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓ
ｃａｎｎｉｎｇ　Ｃａｌｏｒｉｍｅｔｅｒ）または動的機械分析計（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｍ
ｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ａｎａｌｙｚｅｒ。ＤＭＡ）によって測定され、ＤＭＡはｔａｎδ
を測定するのに使用される。可塑剤は、また、非可塑化条件に較べた場合に組成物の硬度
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および圧縮を減少させることができる。可塑剤を非酸ポリマーに添加することによる、Ｔ
ｇ、曲げ弾性率、硬度、および他の物理特性に与える効果についてさらに以下で検討する
。
【００３４】
　非酸ポリマー組成物は１または複数の可塑剤を含んで良い。この発明の非酸ポリマー組
成物に使用されて良い可塑剤は、例えば、Ｎ－ブチルベンゼンスルホンアミド（ＢＢＳＡ
）；Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（ＥＢＳＡ）；Ｎ－プロピルベンゼンスルホンア
ミド（ＰＢＳＡ）；Ｎ－ブチル－Ｎ－ドデシルベンゼンスルホンアミド（ＢＤＢＳＡ）；
Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼンスルホンアミド（ＤＭＢＳＡ）；ｐ－メチルベンゼンスルホン
アミド；ｏ，ｐ－；；ｐ－トルエンスルホンアミド；２－エチルヘキシル－４－ヒドロキ
シベンゾエート；ヘキサデシル－４－ヒドロキシベンゾエート；１－ブチル－４－ヒドロ
キシベンゾエート；ジオクチルフタレート；ジイソデシルフタレート；ジ－（２－エチル
ヘキシル）アジペート；およびトリ－（２－エチルヘキシル）ホスフェート；およびこれ
らのブレンドを含む。
【００３５】
　１つの好ましいバージョンにおいて、可塑剤は、ポリテトラメチレンエーテルグリコー
ル（商標ＰｏｌｙＴＨＦ２５０の下でＢＡＳＦから入手可能）；プロピレンカーボネート
（商標Ｊｅｆｆｓｏｌ　ＰＣの下でＨｕｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐから入手可能）；および／
またはジプロピレングリコールジベンゾエート（商標Ｂｅｎｚｏｆｌｅｘ　２８４の下で
Ｅａｓｔｍａｎ　ＣＨｅｍｉｃａｌから入手可能）のグループから選択される。こられ可
塑剤の混合物も利用できる。
【００３６】
　他の適切な可塑剤化合物は、ベンゼンモノ－、ジ－、およびトリカルボン酸エステルを
含む。ビス（２－エチルヘキシル）フタレート（ＤＥＨＰ）、ジイソノニルフタレート（
ＤＩＮＰ）、ジ－ｎ－ブチルフタレート（ＤｎＢＰ、ＤＢＰ）、ブチルベンジルテレフタ
レート（ＢＢＴ）、ジイソデシルフタレート（ＤＩＤＰ）、ジオクチルフタレート（Ｄｎ
ＯＰ）、ジオクチルフタレート（ＤＩＯＰ）、ジエチルフタレート（ＤＥＰ）、ジイソブ
チルテレフタレート（ＤＩＢＰ）、およびジ－ｎ－ヘキシルフタレート、およびこれらの
ブレンドのようなフタレートが用いられて良い。また、トリメチルトリメリテート（ＴＭ
ＴＭ）、トリ－（２－エチルヘキシル）トリメリテート（ＴＯＴＭ）、トリ－（ｎ－オク
チル，ｎ－デシル）トリメリテート、トリ－（ヘプチル，ノニル）トリメリテート、トリ
－ｎ－オクチルトリメリテートのようなトリメリテート；ならびに、２－エチルヘキシル
－４－ヒドロキシベンゾエート、ｎ－オクチルベンゾエート、メチルベンゾエート、およ
びエチルベンゾエート、およびこれらのブレンドを含むベンゾエートも適切である。
【００３７】
　アジピン酸、セバシン酸、アゼライン酸、およびマレイン酸のようなＣ４～Ｃ１２のア
ルキルカルボン酸に一般的に基づくアルキル二酸エステル、例えば、ビス（２－エチルヘ
キシル）アジペート（ＤＥＨＡ）、ジメチルアジペート（ＤＭＡＤ）、モノメチルアジペ
ート（ＭＭＡＤ）、ジオクチルアジペート（ＤＯＡ）、ジオクチルセバケート（ＤＢＳ）
、ジブチルマレエート（ＤＢＭ）、ジイソブチルマレエート（ＤＩＢＭ）、ジオクチルセ
バケート（ＤＯＳ）、およびこれらのブレンドも適切である。また、グリコール、ポリグ
リコール、多価アルコールに基づくエステル、例えば、ポリ（エチレングリコール）モノ
－およびジ－エステル、シクロヘキサンジメタノールエステル、ソルビトール誘導体；お
よびトリエチレングリコールジヘキサノエート、ジエチレングリコールジ－２－エチルヘ
キサノエート、テトラエチレングリコールジヘプタノエート、およびエチレングリコール
ジオレエート、およびこれらのブレンドを用いて良い。
【００３８】
　脂肪酸、脂肪酸塩、脂肪酸アミド、および脂肪酸エステルもこの発明の組成物において
使用されて良い。ステアリン酸、オレイン酸、リシノール酸、ベヘン酸、ミリスチン酸、
リノール酸、パルミチン酸、およびラウリン酸のエステル、塩、および、モノ-、および
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ジ－アミドのような化合物も適切である。エチルオレエート、ブチルステアレート、メチ
ルアセチルリシノーレエート、亜鉛オレエート、エチレンビス－オレアミド、およびステ
アリルエルカミドが適切である。適切な脂肪酸塩は、例えば、金属ステアレート、エルケ
ート、ラウレート、オレエート、パルミテート、ペラルゴネート等を含む。例えば、亜鉛
ステアレート、カルシウムステアレート、マグネシウムステアレート、バリウムステアレ
ート、その他のような脂肪酸塩が用いられて良い。脂肪族アルコールおよびアセチル化脂
肪族アルコールも、プロピレンカーボネートおよびエチレンカーボネートのようなカーボ
ネートエステルと同様に、適切である。ここで説明される可塑剤の任意の混合物もこの発
明に従って使用されて良い。具体的な好ましいバージョンでは、脂肪酸エステルは、メチ
ル、プロピル、エチル、ブチル、オクチル、およびデシルオレエートからなるグループか
ら選択されたアルキルオレエートである。他のバージョンにおいて、ブチルオレエートま
たはオクチルオレエートが当該組成物中で使用される。適切な商業的に入手可能な脂肪酸
は、例えば、Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能なＳｙｌＦａｔ（商標）Ｆ
Ａ２　Ｔａｌｌ脂肪酸である。この脂肪酸は、２％飽和、５０％オレイン酸、３７％リノ
ール酸（非共役）、および７％リノール酸（共役）脂肪酸；および４５の他の脂肪酸を含
む。この脂肪酸の酸価は典型的には１９５から２０５ｍｇ　ＫＯＨ／ｇｍの範囲である。
【００３９】
　大豆油、キリ油（ｔｕｎｇ）、またはアマニ油（ｌｉｎｓｅｅｄ）、またはこれらのエ
ポキシ化誘導体、あるいは、これらのブレンドのようなグリセロールに基づくエステルも
この発明の可塑剤として使用でき、これは、二酸およびジグリコールのエステル化や、カ
プロラクトンの二酸またはジグリコールの開環反応から形成されるポリマーポリエステル
可塑剤と同様である。シトレートエステルおよびアセチル化シトレートエステルも適切で
ある。グリセロールモノ－、ジ－、およびトリ－オレエートはこの発明に使用して良く、
１つの好ましい実施例においてグリセロールトリオレエートが可塑剤として使用される。
【００４０】
　カルボン酸エステルおよびカルボン酸塩の双方を含むジカルボン酸分子は可塑剤として
適切に作用できる。モノ－メチルアジペートのマグネシウム塩およびモノ－オクチルグル
タレートの亜鉛塩はこの発明のためのそのような２つの例である。トリ－およびテトラ－
カルボン酸エステルおよび塩も使用して良い。
【００４１】
　また、トリクレシルホスフェート（ＴＣＰ）、トリブチルホスフェート（ＴＢＰ）、オ
クチルジフェニルホスフェート、アルキルスルホン酸フェニルエステル（ＡＳＥ）のよう
な有機リン酸エステルおよび有機硫黄化合物；これらのブレンド；Ｎ－エチルトルエンス
ルホンアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）ベンゼンスルホンアミド、Ｎ－（ｎ－ブ
チル）ベンゼンスルホンアミドのようなスルホンアミドも適切な可塑剤と考えられる。さ
らに、上述の可塑剤のチオエステルおよびチオエーテル変種も適切である。
【００４２】
　アルコール、多価アルコール、グリコール、ポリグリコール、およびポリエーテルのよ
うな非エステルの可塑剤も可塑剤として適切な材料である。ポリテトラメチレンエーテル
グリコール、ポリ（エチレングリコール）、およびポリ（プロピレングリコール）、オレ
イルアルコール、およびセチルアルコールのような材料も使用して良い。炭化水素化合物
は、飽和でも不飽和でも、線形でも環状でも使用でき、例えば、ミネルルオイル、マイク
ロクリスタリンワックス、または低分子量ポリブタジエンがそうである。ハロゲン化され
た炭化水素も使用可能である。
【００４３】
　この発明のエチレン酸コポリマー組成物中に使用されて良い可塑剤の他の例は、ブチル
ベンゼンスルホンアミド（ＢＢＳＡ）、エチルヘキシルパラ－ヒドロキシベンゾエート（
ＥＨＰＢ）、およびデシルヘキシルパラ－ヒドロキシベンゾエート（ＤＨＰＢ）を含み、
これは米国特許第６，３７６，０３７号（Ｍｏｎｔａｎａｒｉ等）に開示され、その内容
は参照してここに組み入れる。
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【００４４】
　ジメチルフタレート、ジエチルフタレート、ジブチルフタレート、ジフェニルフタレー
ト、ジ－２－エチルヘキシルフタレート、ジ－ｎ－オクチルフタレート、ジイソデシルフ
タレート、ジトリデシルフタレート、ジシクロヘキシルフタレート、ブチルベンジルフタ
レート、ジイソノニルフタレート、エチルフタリルエチレングリコレート、ブチルフタリ
ルブチルグリコレート、ジウンデシルフタレート、ジ－２－エチルヘキシルテトロヒドロ
フタレートを含むフタル酸エステルのようなエステルおよびアルキルアミドも使用されて
良く、これは米国特許第６，５３８，０９９号（Ｉｓｏｂｅ等）に開示され、その内容は
参照してここに組み入れる。
【００４５】
　米国特許第７，０４５，１８５号（Ｊａｃｑｕｅｓ等）は、Ｎ－ブチルベンゼンスルホ
ンアミド、エチルトルエン－スルホンアミド、Ｎ－シクロヘキシルトルエンスルホンアミ
ド、２－エチルヘキシル－パラ－ヒドロキシベンゾエート、２－デシルヘキシル－パラ－
ヒドロキシベンゾエート、オリゴエチレンオキシテトラヒドロフルフリルアルコール、ま
たはオリゴエチレンオキシマロネートのようなスルホンアミド；ヒドロキシ安息香酸のエ
ステル；テトレヒドロフルフリルアルコ、およびールのエステルまたはエーテル、および
クエン酸またはヒドロキシマロン酸のエステルを開示しており、これら可塑剤も使用され
て良く、その内容は参照してここに組み入れる。
【００４６】
　スルホンアミドもこの発明に使用されて良く、これら材料は、米国特許第７，２９７，
７３７号（Ｆｉｓｈ，Ｊｒ．等）に説明されており、その内容は参照してここに組み入れ
る。そのようなスルホンアミドの例は、Ｎ－アルキルベンゼンスルホンアミド、およびト
ルエンスルホンアミド、とくに、Ｎ－ブチルベンゼンスルホンアミド、Ｎ－（２－ヒドロ
キシプロピル）ベンゼンスルホンアミド、Ｎ－エチル－ｏ－トルエンスルホンアミド、Ｎ
－エチル－ｐ－トルエンスルホンアミド、ｏ－トルエンスルホンアミド、ｐ－トルエンス
ルホンアミドが含まれる。そのようなスルホンアミド可塑剤も米国特許出願公開第２０１
０／０１８３８３７号（Ｈｏｓｈｓｔｅｔｔｅｒ等）に説明され、その内容は参照してこ
こに組み入れる。
【００４７】
　先に指摘したように、脂肪酸エステルが、この発明において、とりわけ好ましい可塑剤
である。この脂肪酸エステルは、ポリエステルに基づく組成物において可塑剤として良好
に働くことがわかった。これら脂肪酸エステルは、いくつかの有益な特性を有する。例え
ば、脂肪酸エステルはポリエステルコポリマーとコンパチブルであり、酸コポリマーと一
様かつ完全に混合する傾向がある。また、脂肪酸エステルは、組成物の弾力性および／ま
たは圧縮を改善する傾向があり、これは以下にさらに検討する。ポリエステルコポリマー
／可塑剤の組成物は、この組成物の基本的かつ新規な特徴に実質的に悪影響を与えない他
の成分を含んで良い。例えば、鉱物フィラーを先に検討したように添加して良い。１つの
具体的なバージョンでは、組成物は実質的には先に説明したポリエステルコポリマーと、
可塑剤、とくに脂肪酸エステルとからなる。
【００４８】
　脂肪酸エステルを準備する１つの方法は、脂肪酸または脂肪酸の混合物を対応するアル
コールと反応させることを含む。アルコールは任意のアルコールであって良く、これに限
定されないが、線形、分岐、および環状アルコールを含む。脂肪酸エステルは、一般的に
、４個から３０個の炭素原子を含むカルボン酸のメチル、エチル、プロピル、ブチル、オ
クチル、または他のアルキルエステルである。この発明において、その特性ゆえに、エチ
ル、ブチル、オクチル、およびデシルエステル、とりわけ、エチルオレエート、ブチルオ
レエート、およびオクチルオレエートが好ましい脂肪酸エステルである。カルボン酸は飽
和でも不飽和でも良い。適切な飽和カルボン酸、すなわち、アルキル鎖の炭素が単一結合
で連結されている脂肪酸は、これに限定されないが、酪酸（Ｃ４の鎖長で８８．１の分子
量）、カプリン酸（Ｃ１０、１７２．３のＭＷ）、ラウリン酸（Ｃ１２、２００．３のＭ
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Ｗ）、ミリスチン酸（Ｃ１４、２２８．４）、パルミチン酸（Ｃ１６、２５６．４のＭＷ
）、ステアリン酸（Ｃ１８、２８４．５のＭＷ）、およびベヘン酸（Ｃ２２、３８０．６
のＭＷ）を含む。適切な不飽和カルボン酸、すなわち、アルキル基中の炭素原子の間に１
または複数の二重結合があるカルボン酸は、これに限定されないが、オレイン酸（Ｃ１８
：１の鎖長および不飽和度で２８２．５のＭＷ）、リノール酸（Ｃ１８：２で２８０．５
のＭＷ）、リノール酸（Ｃ１８：３で２７８．４のＭＷ）、およびエルカ酸（Ｃ２２：１
で３３８．６のＭＷ）を含む。
【００４９】
　可塑剤は、非酸ポリマーの剛性および／または硬度を実質的に変化させるのに十分な量
だけ非酸ポリマー組成物に付加されるべきであると信じられる。そして、この発明による
、いくつかの非酸ポリマー組成物を形成するために可塑剤の濃度は１％程度と少なくても
良いけれども、濃度は相対的により大きいことが好ましい。例えば、可塑剤の濃度は少な
くとも３重量パーセント（ｗｔ％）であることが好ましい。より具体的には、可塑剤は、
下限が１％または３％または５％または７％または８％または１０％または１２％または
１５％または１８％で上限が２０％または２２％または２５％または３０％または３５％
または４０％または４２％または５０％または５５％または６０％または６６％または７
１％または７５％または８０％の範囲内の量だけ存在することが好ましい。１つの好まし
い実施例において、可塑剤の濃度は約７％から約７５％、好ましくは約９％から約５５％
、より好ましくは約１５％から約５０％の範囲内である。
【００５０】
　この発明の可塑化組成物は、混ざりものがない（すなわち、充填されていない）形態で
は、好ましくは、０．９０ｇ／ｃｃから１．００ｇ／ｃｃ、より好ましくは０．９５ｇ／
ｃｃから０．９９ｇ／ｃｃの比重を有する。任意の適切な、有機または無機のフィラー、
フレーク、ファイバ、粒子、その他をＨＮＰ組成物に添加して比重を増減させ、とくにゴ
ルフボール内の重量分散を調整してよく、これは米国特許第６，４９４，７９５号、同第
６，５４７，６７７号、同第６，７４３，１２３号、同第７，０７４，１３７号、および
同第６，６８８，９９１号に開示されており、その内容は参照してここに組み入れる。用
語「比重」は、ここで使用されるように、その通常かつ慣用的な意味を有し、すなわち、
物質の密度の水４℃での密度に対する比であり、当該温度における水の密度は１ｇ／ｃｍ
３である。
【００５１】
　この発明の可塑化組成物は、当該組成物の全重量を基準にして、下限が０または１０ｗ
ｔ％で、上限が１５または２０または２５または３０または５０ｗｔ％の範囲の量だけ添
加物および／またはフィラーを含む。適切な添加物およびフィラーは、これに限定されな
いが、化学膨張および発泡剤、光学的明色化剤、着色剤、蛍光剤、白色剤、ＵＶ吸収剤、
光安定剤、消泡剤、処理助剤、雲母、タルク、ナノフィラー、酸化防止剤、安定化剤、軟
化剤、香料成分、可塑剤、衝撃修正剤、ＴｉＯ２、酸コポリマーワックス、界面活性剤、
およびフィラー、例えば、酸化亜鉛、酸化錫、硫酸バリウム、硫酸亜鉛、酸化カルシウム
、炭酸カルシウム、炭酸亜鉛、炭酸バリウム、クレイ、タングステン、炭化タングステン
、シリカ、鉛シリケート、リグランド（リサイクルした材料）、および、これらの混合物
を含む。
【００５２】
　この発明の可塑化組成物は、どのような具体的な製造方法や製造装置にも限定されない
。好ましい実施例では、組成物はつぎのような方法で準備される。非酸ポリマーおよび可
塑剤、ならびにオプションの添加物／フィラーを同時にまたは個別に、溶融押出機、例え
ば、シングルまたはツインスクリュー押出機に供給する。可塑剤を組成物中に組み込む他
の適切な方法は以下にされに説明される。各成分は十分に混合された後、金型ヘッドから
ストランドとして押し出される。可塑剤を熱可塑性組成物中に組み入れる付加的な方法は
、本出願人の出願に係る米国特許出願第１３／９２９，８４１号、さらには、米国特許第
８，５２３，７０８号、および同第８，５２３，７０９号に開示されており、それらの内
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容は参照してここに組み入れる。
【００５３】
　可塑剤を非酸ポリマーに添加すると、組成物をより柔らかく、かつゴム状にするのを支
援すると信じられる。可塑剤を組成物に添加すると組成物の剛性を減少させるのに役立つ
。すなわち、可塑剤は、組成物の曲げ弾性率を低下させるのに役立つ。曲げ弾性率は弾性
限界内における応力の歪みに対する比を指し（曲げモードにおける測定において）、引張
弾性率と類似している。この特性は、材料の曲げ剛性を示すのに使用される。曲げ弾性率
は、弾性係数であり、曲げ試験の際の応力－歪み曲線の線形部分のスロープを計算して決
定される。応力－歪み曲線のスロープが比較的急峻なときには、材料は比較的大きな曲げ
弾性率を有し、これは材料が変形に抗することを意味する。この材料はより堅固なもので
ある。スロープが比較的平らなときには、材料は比較的小さな曲げ弾性率を有し、これは
材料がより容易に曲げられることを意味する。この材料はより柔軟性がある。曲げ弾性率
はＡＳＴＭ　Ｄ７９０やその他の試験手順によって決定できる。そして、１実施例におい
て、第１の非酸コポリマー（非酸ポリマーのみ含む）組成物は第１の曲げ弾性率の値を有
し、および第２の非酸ポリマー（非酸ポリマーおよび可塑剤を含む）の組成物は第２の曲
げ弾性率の値を有し、第２の曲げ弾性率の値は、少なくとも１％、または少なくとも２％
、または少なくとも４％、または少なくとも８％、または少なくとも１０％だけ、第１の
曲げ弾性率の値より小さい。
【００５４】
　より具体的には、１実施例において、非酸ポリマー／可塑剤の組成物の曲げ弾性率の下
限は、約５００（またはそれ以下）、１０００、１６００、２０００、４２００、７５０
０、９０００、１００００、または２０００、または４００００、または５００００、ま
たは６００００、または７００００、または８００００、または９００００、または１０
００００であり、その上限は、約１１００００、または１２００００、または１３０００
０ｐｓｉ、または１４００００、または１６００００、または１８００００、または２０
００００、または３０００００、または、より大きい。一般的には、曲げ弾性率および硬
度の特性は関連しており、曲げ弾性率は材料の曲げに対する抵抗を測定し、硬度は材料の
食い込み（ｉｎｄｅｎｔａｔｉｏｎ）に対する抵抗を測定する。一般的には、材料の曲げ
弾性率が増加すると材料の硬度も増加する。先に検討したように、可塑剤を非酸ポリマー
に添加すると、組成物の曲げ弾性率を減少させるのに役立ち、これは、ある程度、硬度を
減少させるのにも役立つ。したがって、１実施例において、非酸ポリマー／可塑剤の組成
物は比較的柔らかく、４０ショアＤ以下または５５ショアＣ以下の硬度を有する。例えば
、ショアＤ硬度は、下限が５または８または１０または１２または１４で、上限が２８ま
たは３０または３２または３４または３５または３８または４０ショアＤの範囲内であっ
て良い。ショアＣ硬度は、下限が１０または１３または１５または１７または１９で、上
限が４４または４６または４８または５０または５３または５５ショアＣの範囲内であっ
て良い。他の実施例において、非酸ポリマー／可塑剤の組成物は適度に柔らかく、約６０
ショアＤ以下または７５ショアＣ以下の硬度を有する。例えば、ショアＤ硬度は、下限が
２５、２８、２０、３２、３５、３６、３８、または４０で、上限が４２、４５、４８、
５０、５４、５６、または６０の範囲内であって良い。ショアＣ硬度は、下限が３０、３
３、３５、３７、３９、４１、または４３で、上限が６２、６４、６６、６８、７１、７
３、または７５ショアＣの範囲内であって良い。さらに他の実施例において、非酸ポリマ
ー／可塑剤の組成物は適度に硬く、９５ショアＤ以下、または９９Ｃ以下である。例えば
ショアＤ硬度は、下限が４２、４４、４７、５１、５３、または５８で、上限が６０、６
５、７２、７７、８０、８４、９１、または９５ショアＤの範囲内であって良い。ショア
Ｃ硬度は、下限が５７、５９、６２、６６、または７２で、上限が約７５、７８、８４、
８７、９０、９３、９５、９７、または９９ショアＣの範囲内であって良い。
【００５５】
　また、可塑剤を非酸ポリマー組成物に添加すると、多くの場合、組成物のガラス転移点
（Ｔｇ）が減少するのに役立つと信じられる。したがって、１実施例において、第１の非
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酸ポリマー（非酸ポリマーのみ含む）組成物は第１のＴｇの値を有し、第２の非酸ポリマ
ー（非酸ポリマーおよび可塑剤を含む）組成物は第２のＴｇの値を有し、第２のＴｇの値
は、少なくとも１度（１°）、または少なくとも２°、または少なくとも４°、または少
なくとも８°、または少なくとも１０°だけ、第１のＴｇの値より小さい。他の実施例に
おいて、第１のＴｇの値と第２のＴｇの値とはほぼ同一である。
【００５６】
　さらに、この発明の特定の可塑剤を非酸ポリマー組成物中に導入すると（ソリッド球に
成型されて試験されたとき）、一般的には、非可塑化組成物（ソリッド球に成型されて試
験されたとき）と較べたときに、圧縮を減少させ、かつ／あるいは、組成物のＣＯＲを増
大させるのに役立つ。可塑化非酸ポリマー組成物は、典型的には、非可塑化組成物に較べ
、小さな、大きくても同等な圧縮を提示し、他方、可塑化組成物は、非可塑化組成物に較
べ、大きな、少なくとも同等なＣＯＲ値を提示する。この効果は驚くものであり、なぜな
らば、多くの慣用的な組成物においては、組成物の圧縮は、ＣＯＲが増加するときに、増
加するからである。いくつかの例において、組成物を可塑化すると、ＣＯＲを若干減少さ
せ、他方、これと同時に、圧縮を大幅に減少させ、これによって、非可塑化組成物に較べ
て、圧縮／ＣＯＲの関係を全体的に改善することができる。
【００５７】
　したがって、この発明の可塑化組成物から製造されたサンプルは、所与の圧縮において
、慣用的な材料から製造されたサンプルより大きな絶対弾力性をもたらすことができる。
一般的には、弾力性が大きいと、その分、ゴルフクラブで打撃したときの速度が大きくな
り、トラベル距離が大きくなる。また、ボールの「フィーリング」も重要であり、これは
一般的にはプレーヤがクラブでボールを打撃したときの感動を指す。ボールのフィーリン
グは、数量化することが困難な特性である。多くのプレーヤはソフトなフィーリングのボ
ールを好み、これは、クラブフェースがボールと接触したときにより自然で満足のいく感
動をプレーヤが経験するからである。
【００５８】
［コア構造］
　１つの好ましい実施例において、二重コアが製造され；この発明の可塑化熱可塑性材料
がコア層の一方または双方において使用される。より具体的には、１つのバージョンにお
いて、内側コア（センタ）がこの発明の可塑化熱可塑性組成物から形成され、他方、外側
コア層が適切な熱硬化性または熱可塑性組成物、好ましくは熱可塑性組成物から形成され
、これは以下にさらに説明する。
【００５９】
　この発明に従ってコア層を形成するのに使用して良い、適切な熱硬化性材料は、これに
限定されないが、ポリブタジエン、ポリイソプレン、エチレンプロピレンゴム（「ＥＰＲ
」）、エチレン－プロピレン－ジエン（「ＥＰＤＭ」）ゴム、スチレン－ブタジエンゴム
、スチレンブロックコポリマーゴム（例えば、「ＳＩ」、「ＳＩＳ」、「ＳＢ」、「ＳＢ
Ｓ」、「ＳＩＢＳ」、その他、ただし「Ｓ」はスチレン、「Ｉ」はイソブチレン、「Ｂ」
はブタジエンである）、例えば、ポリオクテナマーのようなポリアルケナマ、ブチルゴム
、ハロブチルゴム、ポリスチレンエラストマー、ポリエチレンエラストマー、ポリウレタ
ンエラストマー、ポリ尿素エラストマー、メタローセン触媒エラストマーおよびプラスト
マー、イソブチレンおよびｐ－アルキルスチレンのコポリマー、イソブチレンおよびｐ－
アルキルスチレンのハロゲン化コポリマー、ブタジエンのアクリロニトリルとのコポリマ
ー、ポリクロロプレン、アルキルアクリレートゴム、塩化イソプレンゴム、アクリロニト
リル塩化イソプレンゴム、およびこれらの２以上の組み合わせを含む。
【００６０】
　熱硬化性ゴム組成物は、以下にさらに説明する慣用的な硬化プロセスを用いて硬化して
良い。適切な硬化プロセスは、例えば、過酸化物硬化剤、硫黄硬化剤、高エネルギー照射
、およびこれらの組み合わせを含む。好ましくは、ゴム組成物は、有機過酸化物、遊離基
を生成できる高エネルギー照射ソース、およびこれらの組み合わせから選択された遊離基
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開始剤を含む。１つの好ましいバージョンでは、ゴム組成物は過酸化物硬化処理される。
【００６１】
　ゴム組成物はさらに反応性架橋コエージェントを含んで良い。適切な反応性コエージェ
ントは、これに限定されないが、３～８この炭素原子を具備する不飽和カルボン酸の金属
塩；不飽和ビニル化合物および多価モノマー（例えばトリメチロールプロパントリメタク
リレート）；フェニレンビスマレイミド；およびこれらの組み合わせを含む。適切な金属
塩の具体的な例は、これに限定されないが、アクリレート、ジアクリレート、メタクリレ
ート、およびジメタクリレートの１または複数の金属塩であり、ここで、金属がマンガン
、カルシウム、亜鉛、アルミニウム、リチウム、およびニッケルである。具体的な実施例
では、コエージェントはアクリレート、ジアクリレート、メタクリレート、およびジメタ
クリレートの亜鉛塩から選択される。他の具体的な実施例では、エージェントは亜鉛ジア
クリレート（ＺＤＡ）である。
【００６２】
　ハロゲン化有機硫黄、有機ジスルフィド、または無機ジスルフィド化合物のような遊離
基捕捉剤がゴム組成物中に添加されて良い。これら化合物は「柔軟化および高速化剤」と
して機能しても良い。ここで用いられるように「柔軟化および高速化剤」はコアを（１）
一定の「反発係数」（ＣＯＲ）においてより柔軟にできる、および／または（２）柔軟化
および高速化剤なしで透過に準備されたコアと較べたときにより高速にできる（等しい圧
縮でより大きなＣＯＲを得る）任意のエージェントまたはそれらのブレンドを意味する。
好ましいハロゲン化硫黄化合物は、これに限定されないが、ペンタクロロチオフェノール
（ＰＣＴＰ）およびＰＣＴＰの塩、例えばＺｎＰＣＴＰである。ゴルフボールの内部コア
にＰＣＴＰおよびＺＮＰＣＴＰを採用することにより柔らかくて速い内部コアを実現する
。ＰＣＴＰおよびＺｎＰＣＴＰ化合物はコアの弾力性および反発係数を増大させるのに役
立つ。具体的な実施例では、柔軟化および高速化剤は、ＺｎＰＣＴＰ、ＰＣＴＰ、ジトリ
ルジスルフィド、ジフェニルジスルフィド、ジキシルジスルフィド、２－ニトロリソルシ
ノールおよびこれらの組み合わせである。
【００６３】
　ゴム組成物は、また、フィラー、例えば、カーボンブラック、ナノクレイ（例えば、Ｓ
ｏｕｔｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔ社から商業的に入手可能なＣｌｏｉｓｉｔｅ
（商標）およびＮａｎｏｆｉｌ（商標）ナノクレイ、Ｎａｎｏｃｏｒ社から商業的に入手
可能なＮａｎｏｍａｘ（商標）およびＮａｎｏｍｅｒ（商標）ナノクレイ）、タルク（例
えばＬｕｚｅｎａｃ　Ａｍｅｒｉｃａ社から商業的に入手可能なＬｕｚｅｎａｃＨＡＲ（
商標）高アスペクト比タルク）、ガラス（例えば、ガラスフレーク、粉砕ガラス、および
マイクロガラス）、雲母および雲母ベースの顔料（例えばＴｈｅ　Ｍｅｒｃｋ　Ｇｒｏｕ
ｐから商業的に入手可能なＩｒｉｏｄｉｎ蛍光発色顔料）およびこれらの組み合わせから
選択されるフィラーも含んで良い。例えば、銅、スチール、真鍮、タングステン、チタン
、アルミニウム、マンガン、モリブデン、コバルト、ニッケル、鉄、鉛、錫、亜鉛、バリ
ウム、ビスマス、青銅、銀、金、およびプラチナ、ならびにこれらの合金および組み合わ
せの粒子；粉末；フレーク；およびファイバのような金属フィラーもゴム組成物に添加さ
れて組成物の比重を適宜に調整しても良い。
【００６４】
　さらに、ゴム組成物はエラストマーの破壊を阻止するために酸化防止剤を含んで良い。
また、プロセス助剤、例えば、高分子量の有機酸またはその塩を組成物に添加してよい。
適切な有機酸は、脂肪族有機酸、芳香族有機酸、飽和モノ－官能性有機酸、不飽和モノ－
官能性有機酸、マルチ不飽和モノ－官能性有機酸、およびそれらのダイマー化された誘導
体である。適切な有機酸の例は、これに限定されないが、カプロン酸、ラウリン酸、ステ
アリン酸、ベヘン酸、エルカ酸、オレイン酸、リノール酸、ミリスチン酸、安息香酸、パ
ルミチン酸、フェニルアセチル酸、ナフタレン酸、およびこれらのダイマー化された誘導
体を含む。有機酸は、脂肪族、モノ－官能性（飽和した、不飽和の、又は多不飽和の）有
機酸である。これらの有機酸の塩も使用することができる。この発明の有機酸の塩は、バ
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リウム、リチウム、ナトリウム、亜鉛、ビスマス、クロム、コバルト、銅、カリウム、ス
トロンチウム、チタン、タングステン、マグネシウム、セシウム、鉄、ニッケル、銀、ア
ルミニウム、スズ、又はカルシウムの塩、脂肪酸の塩、特にステアリン酸、ベヘン酸、エ
ルカ酸、オレイン酸、リノール酸又はこれらのダイマー化された誘導体の塩を含む。この
発明の有機酸及び塩は相対的に非移行性（常圧下でポリマーの表面にブルーミングを生じ
ないこと）でありかつ非揮発性（メルトブレンドに必要な温度で蒸発しないこと）である
ことが好ましい。促進剤（例えば、テトラメチルチウラム）、プロセス助剤、色素および
顔料、湿潤剤、表面活性剤、可塑剤、発色剤、蛍光剤、化学発泡剤およびフォーミング剤
、消泡剤、安定化剤、柔軟化剤、衝撃修正剤、オゾン劣化防止剤のような他の成分を、こ
の業界で知られている他の添加物と同様に、ゴム組成物に添加して良い。
【００６５】
　ポリブタジエンゴムは、組成物の総重量を基にして、重量で、少なくとも約５％の量だ
け使用され、一般的には、約５％から約１００％の量だけ、または、下限が５％、または
１０％、または２０％、または３０％、または４０％、または５０％で、上限が５５％、
または６０％、または７０％、または８０％、または９０％、または９５％、または１０
０％の範囲の量だけ存在する。好ましくは、ポリブタジェンゴムの濃度は約４０から約９
５重量％である。必要な場合には、より少ない量の他の熱硬化性材料をベースゴムに組み
入れても良い。そのような材料は、先に検討したゴム、例えば、シス－ポリイソプレン、
トランス－ポリイソプレン、バラタ、ポリクロロプレン、ポリノルボルネン、ポリオクタ
ナマ、ポリペンテナマ、ブチルゴム、ＥＰＲ、ＥＰＤＭ、スチレン－ブタジエン、その他
を含む。
【００６６】
　この発明に従ってコア層を形成するのに使用できる、適切な熱可塑性材料は、Ｏ／Ｘ－
およびＯ／Ｘ／Ｙ－タイプの酸コポリマーであり、ここで、Ｏはα－オレフィン、ＸはＣ

３－Ｃ８α，βエチレン系不飽和カルボン酸、Ｙは軟化モノマーである。Ｏは好ましくは
エチレンおよびプロピレンから選択される。Ｘは好ましくはメタクリル酸、アクリル酸、
エタクリル酸、クロトン酸、およびイタコン酸から選択される。メタクリル酸およびアク
リル酸がとくに好ましい。Ｙは好ましくは（メタ）アクリレートおよびアクリル（メタ）
アクリレートであり、アクリル基は１～８の炭素原子を含み、これに限定されないが、ｎ
－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、メチル（メタ）アク
リレート、およびエチル（メタ）アクリレートを含む。これら熱可塑性酸ポリマーおよび
対応するアイオノマーは可塑化されても、非可塑化であってもよい。
【００６７】
　Ｏ／ＸおよびＯ／Ｘ／Ｙ－タイプのコポリマーの例は、これに限定されないが、エチレ
ン／（メタ）アクリル酸、エチレン／（メタ）アクリル酸／無水マレイン酸、エチレン／
（メタ）アクリル酸／マレイン酸モノ－エステル、エチレン／マレイン酸、エチレン／マ
レイン酸モノ－エステル、エチレン／（メタ）アクリル酸／ｎ－ブチル（メタ）アクリレ
ート、エチレン／（メタ）アクリル酸／イソ－ブチル（メタ）アクリレート、エチレン／
（メタ）アクリル酸／メチル（メタ）アクリレート、エチレン／（メタ）アクリル酸／エ
チル（メタ）アクリレートターポリマー、その他のようなエチレン酸コポリマーを含む。
ここで使用されるように、「（メタ）アクリル酸」はメタクリル酸および／またはアクリ
ル酸を意味する。同様に、「（メタ）アクリレート」はメタクリレートおよび／またはア
クリレートを意味する。
【００６８】
　商業的に入手可能な酸コポリマーは、例えば、ＸＵＳ（商標）６０７５８．０８Ｌ（Ｔ
ｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なエチレンアクリル酸コ
ポリマー）；Ｐｒｉｍａｃｏｒ（商標）３１５０、３３３０、５９８０Ｉ、５９８６、お
よび５９９０Ｉ（Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能な酸
コポリマー；Ｎｕｃｒｅｌ（商標）９－１、５９９、９６０、０４０７、０６０９、１２
１４、２９０６、３０７０７、３１００１、およびＮｉｃｒｅｌ（商標）ＡＥ（ＤｕＰｏ
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ｎｔから入手可能な酸コポリマー）；Ｅｓｃｏｒ（商標）ＡＴ－３２０（ＥｘｘｏｎＭｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なエチレン酸ターポリマー）
；Ｅｌｖａｌｏｙ（商標）ＡＣ１２２４、ＡＣ１３３５、およびＡＣ２１１６（ＤｕＰｏ
ｎｔから入手可能なエチレン－メチルアクリレートコポリマー）；Ｃｌａｒｉｘ（商標）
０１１３７０－０１および０１１５３６－０１（Ａ．Ｓｃｈｕｌａｍａｎ　Ｉｎｃ．から
入手可能なエチレン－アクリル酸コポリマー）；およびＡ－Ｃ（商標）５１２０、５１８
０、および５７５（Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌから入手可能なエチレンアクリル酸コポリマー）
を含む。
【００６９】
　Ｏ／ＸまたはＯ／Ｘ／Ｙタイプのコポリマーは、カチオン源によって少なくとも部分的
に中和されて対応するアイオノマーを形成する。適切なカチオン源は、これに限定されな
いが、アルカリ金属、アルカリ土類金属、遷移金属、および希土類元素の化合物のような
金属イオン源；アンモニウム塩およびモノアミン塩；およびこれらの組み合わせを含む。
好ましいカチオン源は、マグネシウム、ナトリウム、カリウム、セシウム、カルシウム、
バリウム、マンガン、銅、亜鉛、鉛、錫、アルミニウム、ニッケル、クロム、リチウム、
および希土類金属の化合物である。アイオノマーの商業的に入手可能な例は、Ｓｕｒｌｙ
ｎ（商標）６３２０、８１５０、８３２０、９１２０、および９３２０（ＤｕＰｏｎｔか
ら入手可能）を含む。
【００７０】
　したがって、１例において、内側コアはこの発明の可塑化熱可塑性組成物を有し、外側
コア層は熱硬化性ゴムまたは上述した他の熱硬化性材料を有する。第２の例において、内
側コアは、この発明の可塑化熱可塑性非酸ポリマー組成物を有し、外側コア層は第２の熱
可塑性組成物を有する。第２の熱可塑性組成物は、内側コアを製造するのにし応された可
塑化熱可塑性組成物と同一または異なる調合を有して良い。好ましくは、第２の熱可塑性
組成物は酸ポリマーを有し、より好ましくは上述のＯ／Ｘ／ＹまたはＯ／Ｘ酸ポリマーで
ある。他の例では、内側コアは第２の熱可塑性組成物を有し、外側コア層はこの発明の可
塑化熱可塑性非酸ポリマー組成物を有する。さらに他の例において、内側コアは熱硬化性
ゴムから形成されて、外側コア層がこの発明の可塑化熱可塑性非酸組成物から形成されて
良い。
【００７１】
　さらに他の例において、三層コアが製造される。例えば、内側コアおよび外側コア層を
具備し、これら２つのコア層の間に中間コア層が配されるコア組立体が準備されて良い。
そのような構造において、この発明の非酸ポリマー／可塑剤組成物が内側、中間および外
側コア層の少なくとも１つを形成するのに使用されて良い。
【００７２】
［コア寸法］
　内側コアの径は好ましくは約０．１００から約１．１００インチの範囲内である。例え
ば、内側コアの径は約０．１００から約０．５００インチの範囲内であって良い。他の例
では、内側コアの径は約０．３００から約８．００インチの範囲内で良い。より具体的に
は、内側コアの径の寸法は、好ましくは、下限が約０．１０、または０．１２、または０
．１５、または０．２５、または０．３０、または０．３５、または０．４５、または０
．５５インチであり、上限が約０．６０、または０．６５、または０．７０、または０．
８０、または０．９０、または１．００、または１．１０インチである。他方、中間コア
層は好ましくは約０．０５０から約０．４００インチの範囲の厚さを有する。より具体的
には、中間コア層の厚さは好ましくは約０．０５０、または０．０６０、または０．０７
０、または０．０８０インチの下限を有し、約０．０９０、または０．１００、または０
．１３０、または０．２００、または０．２５０、または０．３００、または０．４００
インチの上限を有する。外側コア層に関しては、これは、好ましくは、約０．１００から
約０．７５０インチの範囲の厚さを有する。例えば、下限の厚さは、約０．０５０、また
は０．１００、または０．１５０、または０．２００、または０．２５０、または０．３
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００、または０．３４０、または０．４００であって良く、上限は約０．５００、または
０．５５０、または０．６００、または０．６５０、または０．７００、または０．７５
０インチであって良い。
【００７３】
　この発明に従って、種々の厚さおよび体積のレベルを有する層を含む多層コア構造が製
造されて良い。そのようなコア構造のいくつかの例が以下の表ＡおよびＢに説明される。
【００７４】

【表１】

【００７５】
【表２】

【００７６】
［コアの硬度］
　コア組立体（内側コアおよび外側コア層）の硬度は重要な特性である。全般的には、比
較的大きな硬度値を有するコアはより大きな圧縮を有し、良好な耐久性および弾力性を有
する傾向がある。ただし、いくつかの高圧縮ボールは堅固であり、ショット制御やプレー
スメントに難がある。したがって、コア組立体中のコアの最適なバランスを獲得する必要
がある。この発明は良好な弾力性（ＣｏＲ）の特性および圧縮特性の双方を具備するコア
を実現する。
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【００７７】
　１つの好ましい実施例において、内側コア（センタ）は「正」の硬度勾配（すなわち、
内側コアの外側表面は幾何中心より硬い）を伴い；外側コア層は「正」の硬度勾配（すな
わち、外側コア層の外側表面は外側コア層の内側表面より硬い）を伴う。内側コア、およ
び外側コア層の双方が「正」の硬度勾配を伴う場合、外側コア層の外側表面は好ましくは
内側コアの幾何中心の硬度より大きい。１つの好ましいバージョンにおいて、内側コアの
正の硬度勾配は約２から約４０ショアＣ単位の範囲であり、より好ましくは約１０から約
２５ショアＣ単位の範囲であり、他方、外側コアの正の硬度勾配は約２から約２０ショア
Ｃの範囲であり、より好ましくは約３から約１０ショアＣの範囲である。
【００７８】
　代替的なバージョンでは、内側コアが正の硬度勾配を伴い、外側コア層が「ゼロ」の硬
度勾配（すなわち、外側コア層の外側表面の硬度値と外側コア層の内側表面の硬度値とが
実質的に同一である）、または「負」の硬度勾配（すなわち外側コア層の外側表面が外側
コア層の内側表面より柔らかい）を伴う。例えば、１例において、内側コアは正の硬度勾
配を有し、外側コア層が約２から約２５ショアＣの範囲の負の硬度勾配を有する。代替的
には、内側コアはゼロまたは負の硬度勾配を有して良く；外側コア層は正の硬度勾配を有
して良い。さらに、他の好ましい実施例において、内側コアおよび外側コア層の双方がゼ
ロまたは負の硬度勾配を有する。
【００７９】
　全般的には、硬度勾配は、米国特許第７，５３７，５２９号、および同第７，４１０，
４２９号（ともにＢｕｌｐｅｔｔ、その他）に、さらに説明され、その内容は参照してこ
こに組み入れる。内側コアおよび外側コア層、ならびにゴルフボールの他の層の硬度を測
定し、また種々の層の硬度勾配を決定する方法は以下に詳細に説明される。コア層は、内
側コアの外側表面（または外側コア層の外側表面）、および、内側コアの中心（または外
側コア層の内側表面）へと内側に径方向に向かうところでなされた硬度測定値により定義
される、正、負、またはゼロの硬度勾配を伴う。これらの測定は典型的には以下のテスト
方法で説明されるように２－ｍｍの増分でなされる。一般的には測定対象の部品の最も内
側の部分（例えば、内側コアの中心、または外側コア層の内側表面）の硬度値を、測定対
象部品の外側表面（例えば、内側コアの外側表面または外側コア層の外側表面）の硬度値
から差し引いて決定される。
【００８０】
正の硬度勾配
　例えば、内側コアの外側表面の硬度値が内側コアの幾何中心の硬度値より大きい（すな
わち内側コアはその中心より大きな表面硬度を伴う）場合には、硬度勾配は「正」とみな
される（大きな数から小さな数を引くと正の数と等しくなる）。例えば、内側コアの外側
表面が６７ショアＣの硬度を伴い、内側コアの中心が６０ショアＣの硬度を伴うと、内側
コアは７の正の硬度勾配を有する。同様に、外側コア層の外側表面が外側コア層の内側表
面より大きな硬度値を有する場合には、所与の外側コア層は正の硬度勾配を有すると考え
られる。
【００８１】
負の硬度勾配
　他方、内側コアの外側表面の硬度値が内側コアの幾何中心の硬度値より小さい（すなわ
ち内側コアはその中心より柔らかい表面を伴う）場合には、硬度勾配は「負」とみなされ
る。例えば、内側コアの外側表面が６８ショアＣの硬度を伴い、内側コアの中心が７０シ
ョアＣの硬度を伴うと、内側コアは２の負の硬度勾配を有する。同様に、外側コア層の外
側表面が外側コア層の内側表面より小さい硬度値を有する場合には、所与の外側コア層は
負の硬度勾配を有すると考えられる。
【００８２】
ゼロの硬度勾配
　他の例において、内側コアの外側表面の硬度が内側コアの幾何中心の硬度値と実質的に
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同一である（すなわち内側コアの表面硬度がその中心とほぼ同じである）場合には、硬度
勾配は「ゼロ」とみなされる。例えば、内側コアの外側表面および内側コアの中心が各々
６５ショアＣの硬度を伴うと、内側コアはゼロの硬度勾配を有する。同様に、外側コア層
の外側表面がコア層の内側表面とほぼ同じ硬度値を有する場合には、外側コア層はゼロの
硬度勾配を有すると考えられる。
【００８３】
　より具体的には、ここで用いられる用語「正の硬度勾配」は正の３ショアＣ以上の硬度
勾配を意味し、好ましくは７ショアＣ以上、より好ましくは１０ショアＣ以上、さらに好
ましくは２０ショアＣ以上を意味する。ここで用いられる用語「ゼロの硬度勾配」は３シ
ョアＣ未満の硬度勾配を意味し、好ましくは１ショアＣ未満を意味し、ゼロの値、または
負の１から負の１０ショアＣの値をとって良い。ここで用いられる用語「負の硬度勾配」
は、ゼロ未満の硬度勾配、例えば、負の３、負の５、負の７、負の１０、負の１５、負の
２０、または負の２５を意味する。用語「ゼロの硬度勾配」および「負の硬度勾配」はこ
こでは負の１から負の１０の硬度勾配を指すために交換可能に用いられる。
【００８４】
　内側コアの幾何中心の硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）は、好ましくは
、約５ショアＤ以上である。たとえば、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは、約５
から約８８ショアＤの範囲であって良く、より好ましくは、下限が約５、または１０、ま
たは１８、または２０、または２６、または３０、または３４、または３６、または３８
、または４２、または４８、または５０、または５２ショアＤで、上限が約５４、または
５６、または５８、または６０、または６２、または６４、または６８、または７０、ま
たは７４、または７６、または８０、または８２、または８４、または８８ショアＤの範
囲である。他の例において、内側コアの中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅ

ｒ）は、ショアＣ単位で測定すると、好ましくは、約１０ショアＣ以上であり、例えば、
Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは、下限が、約１０、または１６、または２０、
または２３、または２４、または２８、または３１、または３４、または３７、または４
０、または４４ショアＣであり、上限が、約４６、または４８、または５０、または５１
、または５３、または５５、または５８、または６１、または６２、または６５、または
６８、または７１、または７４、または７６、または、７８、または７９、または８０、
または８４、または９０ショアＣであって良い。内側コアの外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ

　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）に関しては、その硬度は、好ましくは、約１２ショアＤ以
上であり、例えば、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは、下限が約１２、または
１５、または１８、または２０、または２２、または２６、または３０、または３４、ま
たは３６、または３８、または４２、または４８、または５０、または５２ショアＤで、
上限が約５４、または５６、または５８、または６０、または６２、または７０、または
７２、または７５、または７８、または８０、または８２、または８４、または８６、ま
たは９０ショアＤの範囲内に入って良い。１つのバージョンにおいて、内側コアの外側表
面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）は、ショアＣ単位で測定すると、下
限が、約１３、または１５、または１８、または２０、または２４、または２７、または
２８、または３０、または３２、または３４、または３８、または４４、または４７、ま
たは４８ショアＣであり、上限が、約５０、または５６、または６１、または６５、また
は６６、または６８、または７０、または７３、または７６、または７８、または８０、
または８４、または８６、または８８、または９０、または９２ショアＣである。他のバ
ージョンにおいて、幾何中心の硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）は、約１
０ショアＣから約５０ショアＣの範囲内であり、外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ

　ｓｕｒｆａｃｅ）は、約５ショアＣから約５０ショアＣの範囲内である。
【００８５】
　さて、中間コア層の外側表面の硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＩＣ）は
、好ましくは、約３０ショアＤ以上であり、より好ましくは、下限が約３０、または３５
、または４０、または４２、または４４、または４６、または４８、または５０、または
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５２、または５４、または５６、または５８で、上限が約６０、または６２、または６４
、または７０、または７４、または７８、または８０、または８２、または８５、または
８７、または８８、または９０ショアＤの範囲である。中間コア層の外側表面の硬度（Ｈ

ｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＩＣ）は、ショアＣ単位で測定すると、好ましくは
、下限が、約３０、または３２、または３６、または４０、または４５、または５０、ま
たは５５、または６０、または６３、または６５、または６７、または７０、または７３
、または７５、または７６、または７８ショアＣであり、上限が、約７８、または８０、
または８５、または８７、または８９、または９０、または９２、または９３、または９
５ショアＣである。他方、中間コア層の中間点（または内側表面）硬度（Ｈｍｉｄｏｐｏ

ｉｎｔ　ｏｆ　Ｉｎｔｅｒ　Ｃｏｒｅ）は、好ましくは、約２５ショアＤ以上であり、よ
り好ましくは、下限が約２６、または３０、または３４、または３６、または３８、また
は４２、または４８、または５０、または５２ショアＤで、上限が約５４、または５６、
または５８、または６０、または６２ショアＤの範囲である。ショアＣ単位で測定すると
、中間コア層の内側表面硬度（Ｈｍｉｄｏｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ｉｎｔｅｒ　Ｃｏｒｅ）は
、好ましくは、下限が、約３５、または３８、または４４、または５２、または５８、ま
たは６０、または７０、または７４ショアＣであり、上限が、約７６、または７８、また
は８０、または８４、または８６、または８８、または９０、または９２、または９６シ
ョアＣである。
【００８６】
　他方、外側コア層の外側表面の硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は
、好ましくは、約４０ショアＤ以上であり、より好ましくは、下限が約４０、または４２
、または４４、または４６、または４８、または５０、または５２で、上限が約５４、ま
たは５６、または５８、または６０、または６２、または６４、または７０、または７４
、または７８、または８０、または８２、または８５、または８７、または８８、または
９０ショアＤの範囲である。外側コア層の外側表面の硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃ

ｅ　ｏｆ　ＯＣ）は、ショアＣ単位で測定すると、好ましくは、下限が、約４０、または
４２、または４５、または４８、または５０、または５４、または５８、または６０、ま
たは６３、または６５、または６７、または７０、または７３、または７６ショアＣであ
り、上限が、約７８、または８０、または８４、または８７、または８８、または８９、
または９０、または９２、または９５ショアＣである。また、外側コア層の内側表面硬度
（Ｈｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は、好ましくは、約４０ショアＤ以上で
あり、より好ましくは、下限が約４０、または４２、または４４、または４６、または４
８、または５０、または５２で、上限が約５４、または５６、または５８、または６０、
または６２、または６４、または７０、または７４、または７８、または８０、または８
２、または８５、または８７、または８８、または９０ショアＤの範囲である。外側コア
層の内側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）または中間点硬度（Ｈ

ｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）は、ショアＣ単位で測定すると、好ましくは、下限が、
約４０、または４４、または４５、または４７、または５０、または５２、または５４、
または５５、または５８、または６０、または６３、または６５、または６７、または７
０、または７３、または７５ショアＣであり、上限が、約７８、または８０、または８５
、または８７、または８９、または９０、または９２、または９５ショアＣである。
【００８７】
　コア層の中間点は、測定対象の層、最も典型的には外側コア層の、内側表面および外側
表面と等距離の点にとられる。１またはそれ以上の層が、関心対象の層を包囲してしまう
と、正確な中間点の決定は困難になり、したがって、この発明においては、層の「中間点
」硬度の測定は、当該層の測定される中間点のプラス、またはマイナス１ｍｍの範囲で行
われる。
【００８８】
　１つの好ましい実施例において、外側コア層の外側表面の硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒ

ｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は、内側コアの外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒ
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ｆａｃｅ）または中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）より少なくとも３ショ
アＣ単位だけ小さく、またはより好ましくは少なくとも５ショアＣだけ小さい。
【００８９】
　第２の好ましい実施例において、外側コア層の外側表面の硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒ

ｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は、内側コアの外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒ

ｆａｃｅ）または中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）より少なくとも３ショ
アＣ単位だけ大きく、またはより好ましくは少なくとも５ショアＣだけ大きい。
【００９０】
　先に検討したように、内側コアは、第１の熱可塑性組成物、好ましくは、この発明の非
酸コポリマー組成物から形成され；外側コア層は第２の熱可塑性組成物、好ましくはエチ
レン酸コポリマー／可塑剤組成物から製造される。
【００９１】
　コア構造は、また、コア組立体全体に渡る硬度勾配も有する。１つの実施例において、
Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは、約１０ショアＣから約６０ショアＣの範囲内
であり、好ましくは約１３ショアＣから約５５ショアＣの範囲内であり、Ｈｏｕｔｅｒ　

ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは、約６５ショアＣから約９６ショアＣの範囲内であり、好
ましくは、約６８ショアＣから約９４ショアＣの範囲内であり、または、約７５ショアＣ
から約９３ショアＣの範囲内であり、コア組立体を通じて正の硬度勾配を実現する。他の
実施例において、コア組立体を通じてゼロまたは負の硬度勾配がある。例えば、コアのセ
ンタ（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）は、２０～９０ショアＣの範囲の硬度勾
配を有して良く、外側コアの外側表面は１０～８０ショアＣの範囲の硬度勾配を有して良
い。コア組立体に渡る硬度勾配はいくつかの要因に基づいて変化し、これら要因は、これ
に限定されないが、内側コア、中間コア、および外側コアの寸法を含む。
【００９２】
　合衆国ゴルフ協会（ＵＳＧＡ）はゴルフボールに対して４５．９３ｇ（１．６２オンス
）の最大重量を設定した。ＵＳＧＡ規則から外れた競技では、ゴルフボールはより重くて
良い。したがって、そのようなＵＳＧＡの場合と異なる場合には、ボールは１．６２オン
スより大きな重量を有して良い。１つの好ましい実施例において、多層コアの重量は約２
８から約３８グラムの範囲内である。また、この発明に従って製造されたゴルフボールは
、任意の寸法であって良く、ただし、ＵＳＧＡは競技用に使用されるゴルフボールの径は
少なくとも１．６８インチであることを要請している。ＵＳＧＡから外れた競技について
は、ゴルフボールの寸法はより小さくて良い。したがって、そのようなＵＳＧＡと関係の
ないケースでは、ボールの直径寸法は１．６８インチより小さくて良い。通常、ゴルフボ
ールはＵＳＧＡ規則に従って製造されており、その径は約１．６８から約１．８０インチ
の範囲である。先に検討したように、ゴルフボールは、多層でも良いカバーを含み、ボー
ルは、また、中間層を含んで良く、これらの層の厚さレベルも考慮されるべきである。そ
のため、一般的には、二重コア構造の総合的な径は、通常では、下限が約１．００または
１．２０または１．３０または１．４０インチで上限が約１．５８または１．６０または
１．６２または１．６６インチの範囲内であり、より好ましくは、約１．３から１．６５
インチの範囲内である。１実施例において、コア部分組立体の径は約１．４５から約１．
６２インチの範囲内である。
【００９３】
　先に検討したように、１実施例において、コアは二重コア構造を有する。図１に示すよ
うに、コア（１０）は、熱可塑性または熱硬化性組成物を有する内側コア（センタ）（１
２）を含む。１実施例において、内側コアは、上述の可塑化熱可塑性非酸組成物から形成
される。他方、外側コア層（１４）は内側コアを包囲し、熱可塑性または熱硬化性組成物
を有する。他の実施例において、内側コアは熱可塑性または熱硬化性組成物から形成され
、外側コアは上述の可塑化熱可塑性非酸組成物から形成される。図２において、ゴルフボ
ールの他のバージョン、具体的には、二重層コア（内側コア（１２）および外側コア層（
１４））が単一層カバー（１６）によって包囲されるスリーピースゴルフボール（１５）
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が示される。図３を参照すると、他のバージョンにおいて、フォーピースゴルフボール（
２０）は、内側コア（２２）および外側コア層（２４）を具備する二重コアを含む。二重
コアは、内側カバー層（２６）および外側カバー層（２８）を具備する多層カバーにより
包囲される。最後に、図４において、ファイブピースゴルフボール（３０）が、内側コア
（３２）および外側コア層（３４）を具備する二重コアを含む。二重コアは、内側カバー
層（３６）および外側カバー層（３８）を具備する多層カバーにより包囲される。中間層
（４０）はコアおよびカバー部分組立体の間に配される。
【００９４】
　種々のボール構造が、図１～図４に示されるようなこの発明のコア構造を利用して製造
できる。そのようなゴルフボール構造は、例えば、フォーピース、ファイブピース、およ
びシックスピースの構造を含む。図１～図４に示すゴルフボールは説明の目的のためだけ
のものであり、それらは限定的であることを意味しないことに留意されたい。この発明に
従って、他のゴルフボール構造が製造できる。
【００９５】
［カバー構造］
　先に指摘したように、ゴルフボール組立体は一般的にはコアを有し、このコアが防護カ
バー層に封止される。ボールは１またはそれ以上のカバー層を含んで良い。例えば、単一
層カバーを具備するゴルフボールが製造されて良い。他のバージョンにおいて、内側およ
び外側カバー層を含む二重層カバーを具備するゴルフボールが製造されて良い。さらに他
のバージョンでは、内側、中間、および外側カバー層を含む三重層カバーが製造されて良
い。この発明のカバー層は、ゴルフボールに、種々の有益な機械的および競技上の性能特
性を付与し、これは以下にさらに検討する。一般的には、種々のカバー層の硬度および厚
さは要求されるボール構造に応じて変化して良い。さらに、先に検討したように、中間層
がコアおよびカバー層の間に配されて良い。カバー層は好ましくは良好な衝撃耐久性、堅
牢性、および摩耗抵抗性を有する。この発明の非酸ポリマー／可塑剤の組成物はカバー層
の少なくとも１つを形成するのに使用されて良い。
【００９６】
　カバー層を形成するのに使用できる適切な材料は、これに限定されないが、ポリウレタ
ン；ポリ尿素；ポリウレタンおよびポリ尿素のコポリマー、ブレンドおよびハイブリッド
；オレフィンをベースにしたコポリマーアイオノマー樹脂（例えば、ＤｕＰｏｎｔ社から
商業的に入手可能なＳｕｒｌｙｎ（商標）アイオノマー樹脂、およびＤｕＰｏｎｔ　ＨＰ
Ｆ（商標）１０００、ＨＰＦ（商標）２０００、ＨＰＦ（商標）１０３５、およびＨＰＦ
（商標）ＡＤ１１７２；ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ社か
ら商業的に入手可能なＩｏｔｅｋ（商標）アイオノマー；Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ社から商業的に入手可能なＡｍｐｌｉｆｙ（商標）ＩＯエチレンア
クリル酸コポリマーのアイオノマー；および、Ａ．　Ｓｃｈｕｌｍａｎ　Ｉｎｃから商業
的に入手可能なＣｌａｒｉｘ（商標）アイオノマー樹脂）；例えば低密度ポリエチレン、
線形低密度ポリエチレン、および高密度ポリエチレンを含むポリエチレン；ポリプロピレ
ン；ゴム強化オレフィンポリマー；アイオノマー性コポリマーの部分を構成しない、酸コ
ポリマー、例えばポリアクリル（メタクリル）酸；プラストマー；フレクソマー；スチレ
ン／ブタジエン／スチレンブロックコポリマー；スチレン／エチレン－ブチレン／スチレ
ンブロックコポリマー；動的に加硫したエラストマー；エチレンおよびビニルアセテート
のコポリマー；エチレンおよびメチルアクリレートのコポリマー；ポリビニルクロライド
樹脂；ポリアミド、ポリ（アミド－エステル）エラストマー、および、例えば、Ａｒｋｅ
ｍａ社から商業的に入手可能なＰｅｂａｘ（商標）熱可塑性ポリエーテルブロックアミド
を含むアイオノマーとポリアミドのグラフトコポリマー；架橋トランスポリイソプレンお
よびそのブレンド；ポリエステルベースの熱可塑性エラストマー、例えば、ＤｕＰｏｎｔ
社から商業的に入手可能なＨｙｔｅｌ（商標）またはＴｉｃｏｎａ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉ
ｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ社から商業的に入手可能なＲｉｔｅＦｌｅｘ（商標）；ポリウレ
タンベースの熱可塑性エラストマー、例えば、ＢＡＳＦ社から商業的に入手可能なＥｌａ
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ｓｔｏｌｌａｎ（商標）；合成または天然の加硫ゴム；およびこれらの組み合わせを含む
。キャスタブルポリウレタン、ポリ尿素、およびポリウレタン－ポリ尿素のハイブリッド
は、弾力性および柔らかなフィーリングを伴うゴルフボールを製造する上で役立つように
使用できるので、とくに好ましい。用語「ポリウレタンおよびポリ尿素のハイブリッド」
はそれらのコポリマーおよびブレンドを含むような意味を有する。
【００９７】
　ポリウレタン、ポリ尿素、およびポリウレタン／ポリ尿素のブレンド、コポリマー、お
よびハイブリッドもとくに適している。外側カバー層材料として用いられるときには、ポ
リウレタンおよびポリ尿素は熱可塑性でも熱硬化性でもよい。熱硬化性材料は、慣用的な
キャスティング、または反応性射出成型技術によりゴルフボール層へと形成できる。熱可
塑性材料は慣用的な圧縮または射術成型技術でゴルフボール層へと形成できる。
【００９８】
　１つのバージョンにおいて、ゴルフボールは、内側および外側カバー層を有し、内側カ
バー層がこの発明の可塑化熱可塑性組成物から形成され、外側カバー層が適切な上述の熱
硬化性または熱可塑性組成物から形成される多層カバーを含む。他のバージョンにおいて
、外側カバー層はこの発明の可塑化熱可塑性組成物から形成され、内側カバー層は上述の
このなる組成物から形成される。さらに他のバージョンにおいて、この発明の可塑化熱可
塑性組成物は内側および外側カバー層を形成するのに使用されて良い。
【００９９】
　１つのアイオノマー、または２以上のアイオノマーのブレンドを有する組成物は、ボー
ルの堅さを付与するのに役立ち、内側および／または外側カバー層、好ましくは、内側カ
バー層を形成するのに使用されて良い。例えば、内側カバー層は、ＤｕＰｏｎｔから入手
可能なＳｕｒｌｙｎ（商標）およびＮｕｃｒｅｌ（商標）のようなエチレン酸コポリマー
アイオノマーを有する組成物から形成されて良い。とくに適切な高酸アイオノマーはＳｕ
ｒｌｙｎ８１５０（商標、Ｄｕｐｏｎｔ）である。Ｓｕｒｌｙｎ８１５０（商標）は、エ
チレンおよびメタクリル酸のコポリマーであり、１９重量％の酸成分を伴い、その４５％
がナトリウムで中和されているものである。他の具体的な実施例において、内側カバー層
は、高酸アイオノマーおよびマレイン酸無水物グラフト化非アイオノマー性ポリマーを有
する組成物から形成される。とくに適切なマレイン酸無水物グラフト化ポリマーは、Ｆｕ
ｓａｂｏｎｄ　５２５Ｄ（ＤｕＰｏｎｔ）であり、これは約０．９重量％のマレイン酸無
水物をコポリマーにドラフト化させたマレイン酸無水物ドラフト化、メタローセン触媒の
エチレン－ブテンコポリマーである。高酸アイオノマーおよびマレイン酸無水物グラフト
化ポリマーのとくに好ましいブレンドは、Ｓｕｒｌｙｎ８１５０（商標）およびＦｕｓａ
ｂｏｎｄ５２５Ｄの８４重量％／１６重量％のブレンドである。高酸アイオノマーのマレ
イン酸無水物グラフト化ポリマーとのブレンドはさらには例えば米国特許第６，９９２，
１３５号および同第６，６７７，４０１号に開示されており、その内容は参照してここに
組み入れる。
【０１００】
　内側カバー層は、また、Ｓｕｒｌｙｎ（商標）８９４０／Ｓｕｒｌｙｎ（商標）９６５
０／Ｎｕｃｒｅｌ（商標）９６０の５０／４５／５のブレンドを有する組成物から形成さ
れてよく、とくに好ましい実施例では、その材料硬度は８０から８５ショアＣである。さ
らに他の具体的な実施例では、内側カバー層は、Ｓｕｒｌｙｎ（商標）８９４０／Ｓｕｒ
ｌｙｎ（商標）９６５０／Ｓｕｒｌｙｎ（商標）９９１０の５０／２５／２５のブレンド
を有する組成物から形成され、好ましくは、その材料硬度は約９０ショアＣである。内側
カバー層は、好ましくは、Ｓｕｒｌｙｎ（商標）８９４０／Ｓｕｒｌｙｎ（商標）９６５
０の５０／５０のブレンドを有する組成物から形成され、好ましくは、その材料硬度は約
８６ショアＣである。Ｓｕｒｌｙｎ（商標）８９４０およびＳｕｒｌｙｎ（商標）７９４
０の５０／５０のブレンドを有する組成物も使用できる。Ｓｕｒｌｙｎ（商標）８９４０
は、ＭＡＡ酸基がナトリウムイオンで部分的に中和されている、エチレン／メタクリル酸
コポリマーである。Ｓｕｒｌｙｎ（商標）９６５０およびＳｕｒｌｙｎ（商標）９９１０
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は、ＭＡＡ酸基が亜鉛イオンで部分的に中和されている、２つの異なるグレードのエチレ
ン／メタクリル酸コポリマーである。Ｎｕｃｒｅｌ（商標）９６０は、名目上、１５重量
％のメタクリル酸とともに製造されたエチレン／メタクリル酸コポリマー樹脂であり、Ｄ
ｕＰｏｎｔ社から入手できる。
【０１０１】
　Ｎｕｃｒｅｌ（商標）９－１（２３．５％のｎ－ブチルアクリレートおよび約９％の中
和されていないメタクリル酸とのエチレンのコポリマー）；Ｎｕｃｒｅｌ（商標）２９４
０（約１９％の中和されていないメタクリル酸とのエチレンのコポリマー）；Ｎｕｃｒｅ
ｌ（商標）０４０３（約４％の中和されていないメタクリル酸とのエチレンのコポリマー
）；Ｎｕｃｒｅｌ（商標）９６０（約１５％の中和されていないメタクリル酸とのエチレ
ンのコポリマー）も使用されて良い。Ｓｕｒｌｙｎ（商標）６３２０（２３．５％のｎ－
ブチルアクリレート、および、マグネシウムカチオン源で約５０％中和された、約９％の
メタクリル酸とのエチレンのコポリマー）；Ｓｕｒｌｙｎ（商標）８１５０（ナトリウム
カチオン源で約４５％中和された、約１９％のメタクリル酸とのエチレンのコポリマー）
；Ｓｕｒｌｙｎ（商標）８３２０（２３．５％のｎ－ブチルアクリレート、および、ナト
リウムカチオン源で約５２％中和された、約９％のメタクリル酸とのエチレンのコポリマ
ー）；および、Ｓｕｒｌｙｎ（商標）９１２０（亜鉛カチオン源で約３６％中和された、
約１９％のメタクリル酸とのエチレンのコポリマー）；および、Ｓｕｒｌｙｎ（商標）９
３２０（２３．５％のｎ－ブチルアクリレート、および、亜鉛カチオン源で約４１％中和
された、約９％のメタクリル酸とのエチレンのコポリマー）も使用されて良い。Ｔｈｅ　
Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ社から商業的に入手可能な、Ｐｒｉｍａｃｏ
ｒ（商標）３１５０、３３３０、５９８０ｌ、５９８６、および５９９０ｌ酸コポリマー
も使用されて良い。
【０１０２】
　１つのバージョンにおいて、内側カバー層の硬度は約１５ショアＤ以上、より好ましく
は約２５ショアＤ以上、最も好ましくは約３５ショアＤ以上である。例えば、内側カバー
層の硬度は約１５から約６０ショアＤ、より好ましくは、約２７から約４８ショアＤの範
囲内であって良い。他のバージョンにおいて、内側カバー層の硬度は約５０ショアＤ以上
、より好ましくは約５５ショアＤ以上、最も好ましくは約６０ショアＤ以上である。例え
ば、１つのバージョンにおいて、内側カバーは、約５５から約９０ショアＤのショアＤ硬
度を有し、または約８２ショアＣから約９９ショアＣである。他の実施例において、内側
カバーは約６０から約７８ショアＤのショアＤ硬度を有する。より具体的には、１例にお
いて、内側カバーは約６５ショアＤ以上の硬度を有する。内側カバー層の硬度は以下でさ
らに説明される方法によって測定される。さらに、内側カバー層の厚さは好ましくは約０
．０１５インチから約０．１００インチ、より好ましくは、約０．０２０インチから約０
．０８０インチ、最も好ましくは、約０．０３０インチから約０．０５０インチである。
典型的には、内側カバーの厚さは約０．０３５または０．０４０または０．０４５インチ
である。
【０１０３】
　外側カバー層に関しては、そのそうは比較的薄い。外側カバー層の厚さは好ましくは、
下限が０．００４、または０．００６、または０．００８で、上限が０．０１０、または
０．０２０、または０．０３０、または０．０４０インチの範囲である。好ましくは、外
側カバー層の厚さや約０．０１６インチ以下、より好ましくは、０．００８インチ以下で
ある。。外側カバーは好ましくは８０ショアＤ以下、または７０ショアＤ以下、または６
０ショアＤ以下、または５５ショアＤ以下、または５０ショアＤ以下、または４５ショア
Ｄ以下の材料硬度を有する。１例において、外側カバーは好ましくは約５０から約８０、
より好ましくは約５５から約７５の範囲のショアＤ硬度を有する。他の例において、外側
カバーは好ましくは約１０から約７０、より好ましくは約１５から約６０の範囲のショア
Ｄ硬度を有する。外側カバー層の硬度は以下でさらに説明される方法によって測定される
。
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【０１０４】
　カバー層の硬度は、コア層の硬度を測定するのと類似な態様で所与の層の表面または中
間点で測定されて良く、これは以下に説明される。例えば、内側カバー層の硬度は当該層
の表面および中間点で測定されて良い。カバー層の中間点硬度は当該測定対象層の内側表
面および外側表面から等距離の点で取られる。目的の層のまわりを１または複数のカバー
または他のボール層が包囲すると、正確な中間点は決定しがたく、したがって、この発明
の目的において、層の「中間点」硬度は、当該層の測定中間点の１ｍｍプラスまたはマイ
ナスの範囲内で採用される。表面硬度測定は、好ましくは外側カバー層についてなされる
。これらの例において、硬度はボールの外側表面（カバー）において測定される。硬度を
測定する方法については以下の「テスト方法」において詳細に説明される。
【０１０５】
　任意のカバー層（例えば、内側、中間、または外側カバー層）を製造するために使用さ
れる組成物は広範囲の種類のフィラーおよび添加物を含んでボールの具体的な特性を付与
されて良い。例えば、銅、スチール、真鍮、タングステン、チタン、アルミニウム、マグ
ネシウム、モリブデン、コバルト、ニッケル、鉄、鉛、錫、亜鉛、バリウム、ビスマス、
青銅、銀、金、およびプラチナならびにこれらの合金および組合せの粒子；粉末；フレー
ク；および遷移のような、比較的重量のある、および比較的重量のない、金属フィラーを
使用してボールの比重を調整して良い。他の添加物およびフィラーは、これに限定されな
いが、光学的光沢剤、発色剤、蛍光剤、白色化剤、ＵＶ吸収剤、光安定化剤、表面活性剤
、プロセス助剤、酸化防止剤、安定化剤、柔軟化剤、香料成分、可塑剤、衝撃改質剤、二
酸化チタン、クレイ、雲母、タルク、ガラスフレーク、粉砕ガラス、およびこれらの混合
物を含む。
【０１０６】
　カバー層の種々の硬度および厚さレベルが、ボールに大きな衝撃耐久性および切断、剪
断、および断裂耐性レベルを付与する。さらに、多層カバーが、コア層との組合せで、ゴ
ルフボールに大きな弾力性を付与するのを支援する。好ましくは、ゴルフボールは少なく
とも０．７５０、より好ましくは０．８００（以下のテスト方法で測定される）の反発係
数（ＣｏＲ）を有する。ゴルフボールのコアは一般的には約２０から約１３０の範囲、よ
り好ましくは約６０から約１１０の範囲の圧縮を有する（以下のテスト方法で測定される
）。これらの特性によって、プレーヤは、ティーからのボール速度をより大きくでき、ド
ライバでより遠くまで運ぶことができる。同時に、カバー層が、プレーヤに、クラブでボ
ールを打撃したときに、より満足のある、自然なフィーリングを与える。ボールは競技性
をより向上させ、ボール飛行経路をより容易に制御できる。ボールが小さな圧縮を有する
他のボール構造をさらに以下で説明する。
【０１０７】
　より具体的には、この発明の可塑化熱可塑性組成物は、内側カバー層を形成するのに使
用されこの可塑化熱可塑性組成物のサンプル球が準備され（１．５５インチの射出成型球
で２３℃、５０％ＲＨで２週間経過させたもの）、このサンプルは好ましくは約０．４０
０から約０．８５０のＣｏＲを有し、約２５０の負の値から約５０の圧縮を有する。対照
的に、エチレン酸コポリマーアイオノマーブレンド（５０／５０ｗｔ％のＳｕｒｌｙｎ８
９４０／７９４０）が外側カバー層を形成することができ、このブレンドが球に射出成型
されたときに、サンプルは好ましくは約０．７２５から約０．８２０のＣｏＲを有し、約
８０の負の値から約１８０の圧縮を有する。
【０１０８】
［ゴルフボールの製造］
　内側コアは、圧縮または射出成型のような任意の適切な慣用的な手法を用いて製造され
て良い。外側コアは内側コアを包囲し、これは、組成物を内側コアの上に成型することに
より形成される。圧縮または射出成型手法が利用されて良い。そして、カバー層がコア組
立体の上に塗布される。このステップに先立って、コア構造を表面処理してその外側表面
と、コアの上に塗布される次の層との間の接着性を改善させて良い。そのような表面処理
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はコアの外側表面を機械的にまたは化学的に摩耗させる処理を含む。例えば、コアはコロ
ナ放電、プラズマ処理、シラン浸漬、または当業者に知られている他の処理方法で処理さ
れて良い。
【０１０９】
　カバー層は、例えば、圧縮成型、フリップ成型、射出成型、後退可能ピン射出成型、反
応性射出成型（ＲＩＭ）、液体射出成型、キャスティンング、スプレイ、粉末コーティン
グ、真空フォーミング、フローコーティング、ディッピング、スピンコーティング、その
他のような適切な手法を用いて、コアまたはボール部分組立体（コア構造およびこのコア
の回りに配される任意の中間層）の上に形成される。好ましくは各カバー層がボール部分
組立体の上に別々に形成される。例えば、エチレン酸コポリマーアイオノマー組成物が射
出成型されてハーフシェルが形成される。代替的には、アイオノマー組成物が圧縮金型中
へ配置されて充分な圧力、温度、時間の下で成型されて半球シェルが形成される。平滑表
面処理された半球シェルがつぎに圧縮金型中で、コア部分組立体の回りに配される。充分
な加熱および圧力の下で、シェルが一緒に融合して、部分組立体を囲む内側カバー層を形
成する。他の方法では、アイオノマー組成物が、後退可能ピン射出成型を用いて、コア上
に直接に射出成型される。ボール部分組立体の上のポリウレタンまたはポリ尿素組成物を
有する外側カバー層がキャスティングプロセスを用いて形成される。
【０１１０】
　ゴルフボールが金型から外された後、ゴルフボールは、当業界で知られた手法を用いて
、フラッシュトリミング、表面処理、マーキング、コーティング、その他のような仕上げ
ステップを施されてよい。例えば、伝統的な白色ゴルフボールでは、白色顔料カバーが、
例えば、コロナ、プラズマ、または紫外線（ＵＶ）処理のような適切な方法を用いて表面
処理されて良い。この後、商標、シンボル、ロゴ、文字、その他のような印が、パッド印
刷、インクジェット印刷、色素昇華、または他の適切なイオン札方法を用いてボールカバ
ー上に印刷されてよい。クリアー表面コーティング（例えば、プライマーまたはトップコ
ート）がカバーに塗布され、これは蛍光白色化剤を含有して良い。得られたゴルフボール
は光沢のある耐久性表面仕上げを伴う。
【０１１１】
　　他の仕上げプロセスにおいて、ゴルフボールは１または複数のペイントコーティング
で塗布される。例えば、白色ピライマーペイントがはじめにゴルフボールの表面に塗布さ
れ、つぎに、プライマーの上に白色トップコートのペイントが塗布される。もちろん、語
振るボールは他の色、例えば、赤、青、オレンジ、および黄色でペイントされて良い。先
に触れたように、商標およびロゴのようなマーキングをゴルフボールのペイント済みカバ
ーに塗布して良い。最後に、クリアー表面コーティングがカバーの上に塗布されてぴかぴ
かした外観を付与し、ボールの上にペイントされたロゴやその他のマーキングを防護して
良い。
【０１１２】
［他のボール構造］
　先に説明したゴルフボール構造は説明目的のみのものであり、制約的な意味でないこと
を理解されたい。他のボール構造はこの発明に従って製造できる。
【０１１３】
　例えば、この発明の可塑化熱可塑性組成物から製造される少なくとも１つのコアまたは
カバー層を有する、極めて低圧縮のゴルフボールを製造して良い。このゴルフボールは好
ましくは６０未満、より好ましくは５０未満の圧縮を有し、これは約６０の負の値から５
５の正の値のＤＣＭの範囲内であって良い。より具体的には、ＤＣＭ範囲は、約２０の負
の値から４０の正の値であり、約ゼロから３５であって良く、また、約５、１０、２０、
または２５、３０、４５または５０ＤＣＭであって良い。ボールは、当該可塑化熱可塑性
組成物の単一層を有するワンピースボール、または、当該可塑化熱可塑性組成物を有する
１または複数の層（例えば、コアそう、カバー層、および／または中間層）を伴うツーピ
ースまたはそれ以上のマルチピースボールであって良い。例えば、極めて低圧縮な三層ボ
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ールは、熱硬化性ポリブタジエンの内側コア、可塑化熱可塑性組成物の内側カバー、およ
びアイオノマーまたはポリウレタンの外側カバーを有して良い。極めて低圧縮な四層ゴル
フボールは、双方とも熱硬化性ポリブタジエンを有する内側コアおよび外側コア層、可塑
化熱可塑性組成物を有する内側カバー層、およびアイオノマーまたはポリウレタンを有す
る外側カバー層から構築されて良い。
【０１１４】
［テスト方法］
硬度
　コアの中心硬度は以下の手順に従って得られる。コアは、コアの直径より近似的に若干
小さな内部直径の半球ホルダーに静かに押し込まれる、この際、コアは半球ホルダー中に
配置され、同時にコアの幾何中心面が露出されるようにする。コアは摩擦でホルダー内に
固着され、切断および削り取りステップにおいて移動しないようにし、それでいて、摩擦
は、コアの自然な形状が乱されないよう過剰なものでない。コアは、コアの分離線がホル
ダーの頂部とおおよそ平行になるように取り付けられる。コアの直径は、取り付けに先立
って、この方位と８０度の角度で測定される。さらに、ホルダーの底からコアの頂部まで
の測定もなされ、これは将来の計算の基準点を実現する。また、ホルダーの底からコアの
頂部までの距離を測定して将来の較正のための基準点を得る。コアの露出された幾何中心
の若干上で、コアがこのステップ中にホルダー内で動かないようにしながら、帯ノコまた
は他の適切な切断ツールを用いて、大まかに切断する。ホルダー内に依然として保持され
ているコアの残りの部分が表面研磨機のベース板に固定される。露出されている「粗い」
コア表面が平滑で平坦な表面に研磨され、コアの幾何中心が現れるようにし、この幾何中
心はホルダーの底からコアの露出表面までの高さを測定して検証できる。これによりコア
のオリジナルの高さのちょうど半分が、＋－０．００４インチの範囲内で除去されたこと
を確実にする。コアをホルダー内に保持して、コアの中心を芯出し定規で見いだし、注意
して印付けし、この中心印で硬度をＡＳＴＭ－Ｄ２２４０に従って測定する。コアの中心
から任意の距離での硬度測定を、中心マークから径方向外側に伸びる線を引き、中心から
典型的には２ｍｍの増分の距離位置で硬度を測定することにより行う。中心からの具体的
な距離における硬度は、１８０°または９０°それぞれ離れる、少なくとも２つ、好まし
くは４つ半径の線分に知って測定すべきであり、その後平均がとられる。幾何中心を通る
面の上ですべての硬度測定が実行されても、コアは依然としてホルダーの中にあり、その
配位が乱されないようにし、測定面がホルダーの底に常に平行になるようにし、また、そ
れゆえに、デュロメータの足に正確に整合するようにする。
【０１１５】
　ゴルフボール層の外側表面の硬度は、当該層の実際の外側表面上で測定され、対面する
半球から取った多数の測定の平均から取得され、コアの分離線または表面欠陥、例えば穴
または突起の上の測定を行わないように配慮する。硬度の測定はＡＳＴＭ　Ｄ－２２４０
「デュロメータによるゴムおよびプラスチックの凹み硬度」に従ってなされる。曲面ゆえ
に、表面硬度が読み取られる前にゴルフボールまたはゴルフボール組立体をデュロメータ
インデンタの真下に中心づけられるように配慮する必要がある。０．１単位まで読みとる
ことが可能な較正済みの１つのデジタルデュロメータを硬度測定に用いる。デジタルデュ
ロメータはその脚部を平行にし、自動スタンドの基部に取り付けなければならない。デュ
ロメータ上の重量およびアタック速度がＡＳＴＭ　Ｄ－２２４０に適合するようにしなけ
ればならない。
【０１１６】
　ある実施例では、「正」または「負」の勾配に沿って測定される１点または複数の点は
その勾配に適合する線の上または下にあってよく、その最も外側および最も内側の値であ
ってよい。他の好ましい実施例において、具体的なスティープな「正」または「負」の勾
配に沿う最も硬い点は、内側コアの最も内側の部分（すなわち幾何中心）または外側コア
層（内側表面）の値より大きくても良いけれども、最も外側の点（すなわち内側コアの外
側表面）が最も内側の点（すなわち内側コアの幾何中心または外側コア層の内側表面）よ
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り大きく（「正」のとき）、または小さく（「負」のとき）、「正」および「負」の勾配
を損なわずに維持できるようになっていなければならない。
【０１１７】
　先に検討したように、ゴルフボール層の硬度勾配の方向は、具体的な層の外側および内
側表面において取られた硬度測定値に相違によって定義される。内側コアの中心硬度、お
よび、単一コアボールの内側コアすなわち外側コア層の外側表面の硬度は、先に説明され
たテスト手順に従って容易に決定される。二重コアボールの内側コア層（または他のオプ
ションの中間コア層）の外側表面も、当該層を付加的な層を包囲する前に測定を行えば、
ゴルフボール層の外側表面を測定するためにここで説明した手順に従って容易に測定され
る。対象の層を付加的なコア層で一旦包囲すると、いずれの内側または中間層の内側また
は外側表面の硬度を決定することは困難となるであろう。したがって、この発明の目的の
範囲では、コア層の内側または外側表面の硬度が、内側層が他のコア層により包囲された
後に、必要なときには、インターフェースから１ｍｍの位置で測定するために先に説明し
たテスト手順が採用される。同様に、コアまたはカバー層の中間点は、測定対象の層、例
えば外側コア層または内側カバー層の、内側表面および外側表面と等距離の点にとられる
。１またはそれ以上の層が、関心対象の層を包囲してしまうと、正確な中間点の決定は困
難になり、したがって、この発明においては、層の「中間点」硬度の測定は、当該層の測
定される中間点のプラス、またはマイナス１ｍｍの範囲で行われる。
【０１１８】
　また、「材料硬度」および「ゴルフボール上で直接測定される硬度」の間には基本的な
相違があることに留意されたい。この発明の説明の範囲では、材料硬度はＡＳＴＭ　Ｄ２
２４０に従って測定され、材料から製造された平らな「スラブ」または「ボタン」の硬度
を測定することに一般的に関連する。「材料硬度」と「ゴルフボールの表面で直接に測定
した硬度」とは、基本的に異なることを理解されたい。ゴルフボール（または他の球面）
の表面で直接に測定されるような硬度は、典型的には材料硬度と異なる硬度値をもたらす
。硬度値におけるこの相違は、限定するものではないが、ボール構造（即ち、コアのタイ
プ、コアおよび／またはカバー層の数等）、ボール（または球体）直径、および隣接各層
の素材組成のようないくつかの要因に由来する。また、２つの測定方法は直線的には相関
せず、従って、一方の硬度値が他方の硬度値と容易に相関し得ないことも理解すべきであ
る。ショアＣ硬度（例えばショアＣまたはショアＤ硬度）はテスト方法Ｄ－２２４０で測
定された。
【０１１９】
圧縮
　Ｊｅｆｆ　Ｄａｌｔｏｎ'ｓ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｂｙ　Ａｎｙ　Ｏｔｈｅｒ　
Ｎａｍｅ、Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｇｏｌｆ　ＩＶ、Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇ　ｏｆ　Ｗ
ｏｒｌｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｃｏｎｇｒｅｓｓ　ｏｆ　Ｇｏｌｆ（Ｅｒｉｃ　Ｔｈａｉｎ
　ｅｄ．，Ｒｏｕｔｌｅｄｇｅ、２００２）（「Ｊ．Ｄａｌｔｏｎ」）に開示されるよう
に、いくつかの異なる手法が圧縮を測定するのに用いられ、その中に、Ａｔｔｉ圧縮、Ｒ
ｉｅｈｌｅ圧縮、種々の固定荷重およびオフセットでの荷重／偏向測定、種々の固定荷重
およびオフセットでの荷重／偏向の測定、および実効弾性係数が含まれる。この発明の目
的に関しては、「圧縮」はソフトセンタ偏向指数（Ｓｏｆｔ　Ｃｅｎｔｅｒ　Ｄｅｆｌｅ
ｃｔｉｏｎ　Ｉｎｄｅｘ、「ＳＣＤＩ」）を指す。ＳＣＤＩは、コアの直径の１０％を偏
向させるのに必要なポンドを決定することを可能にする動的圧縮機械（Ｄｙｎａｍｉｃ　
Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｍａｃｈｉｎｅ、「ＤＣＭ」）に対するプログラム変更である
。ＤＣＭは、コアまたはボールに荷重を印加して測定荷重においてコアまたはボールが変
更したインチ数を測定する装置である。Ａｔｔｉ圧縮を表示する数値をもたらすＡｔｔｉ
圧縮スケールに合致する、未処理の荷重／変更の曲線が生成される。ＤＣＭは、これを荷
重セルにより実行し、この荷重セルは静止状態のコアに向けて固定速度（典型的には１．
０ｆｔ／ｓ）で空気圧でトリガーされる油圧シリンダの底部に取り付けられる。シリンダ
にはＬＶＤＴが取り付けられ、これは、シリンダが試験時間枠の間に進行した距離を測定
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する。ソフトウェアベースの対数アルゴリズムによって、確実に、試験の初期段階では、
少なくとも荷重が連続して５だけ増分するのが検出されるまで、測定が行われないように
する。
【０１２０】
反発係数（「ＣＯＲ」）
　ＣＯＲは既知の手順で決定され、ここで、ゴルフボールまたはゴルフボール部分組立体
（例えば、ゴルフボールコア）を空気砲から２つの所定の速度で打ち出し、１２５ｆｔ／
ｓの速度でのＣＯＲを計算することにより決定される。複数の弾道光スクリーンがボール
速度を測定するために固定距離で空気砲およびスチール板の間に配置される。ボールがス
チール板へ移動するときに、各光スクリーンが活性化され、各光スクリーンにおける時間
を測定する。これにより、ボールの入射速度に反比例した入射移行時間が得られる。ボー
ルはスチール板と衝突して複数の光スクリーンを通り抜けてリバウンドし、これが光スク
リーン間を移行するのに要する時間間隔を測定する。これにより、ボールの飛び出し速度
に反比例した飛び出し移行時間が得られる。ＣＯＲは飛び出し移行時間間隔の入射移行時
間間隔に対する比、ＣＯＲ＝Ｖｏｕｔ／Ｖｉｎ＝Ｔｉｎ／Ｔｏｕｔとして計算される。
【０１２１】
　ここに記述され図説された組成物、および、ゴルフボール製品は、単に、この発明のい
くつかの実施例を表すだけであることに留意されたい。当該組成物および製品について種
々の変更や付加を、この発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、行えることは当業
者が理解するところである。そのような実施例のすべては添付の特許請求の範囲によりカ
バーされることを理解されたい。
　以下、ここで説明した技術的特徴を列挙する。
［技術的特徴１］
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
かつ、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が
約２０ショアＣから約９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実
現し、さらに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
［技術的特徴２］
　上記非酸ポリマーは、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド
、ポリエステル、ポリエーテル、ポリビニルクロライド、ポリビニルアセテート、ポリイ
ミド、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレンジエンゴム、スチレンブロックコポ
リマーゴム、アルキルアクリレートゴム、およびこれらの混合物からなるグループから選
択される技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴３］
　上記非酸ポリマーは、ポリアミド６；ポリアミド６，６；ポリアミド６，１０；ポリア
ミド６，１２；ポリアミド１１；ポリアミド１２；ポリアミド６，９；およびポリアミド
４，６およびこれらのコポリマーおよびブレンドからなるグループから選択される技術的
特徴１記載のゴルフボール。
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［技術的特徴４］
　上記非酸ポリマーは、ポリエーテル－アミドブロックコポリマー、ポリエステル－ポリ
エーテルブロックコポリマーおよびこれらの混合物からなるグループから選択される技術
的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴５］
　上記第１の熱可塑性材料は、約３から約５０重量％の可塑剤を有する技術的特徴１記載
のゴルフボール。
［技術的特徴６］
　上記可塑剤は脂肪酸エステルである技術的特徴５記載のゴルフボール。
［技術的特徴７］
　上記可塑剤は、メチルオレエート、エチルオレエート、プロピルオレエート、ブチルオ
レエート、およびオクチルオレエート、ならびにこれらの混合物からなるグループから選
択されるアルキルオレエートである技術的特徴６記載のゴルフボール。
［技術的特徴８］
　上記第２の熱可塑性材料は、ａ）エチレンとα，β－不飽和カルボン酸とのコポリマー
で、オプションとして、アルキルアクリレートおよびメタクリレートからなるグループか
ら選択された柔軟化モノマーを含むもの；ｂ）可塑剤；およびｃ）材料中に存在する全酸
基の約０から約１００％を中和するのに十分な量だけ存在するカチオン源を有する技術的
特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴９］
　上記第２の熱可塑性材料は、酸基の７０％より多くが中和されるように当該酸基を含む
エチレン酸コポリマーを有する技術的特徴８記載のゴルフボール。
［技術的特徴１０］
　上記酸基の９０％以上が中和される技術的特徴９記載のゴルフボール。
［技術的特徴１１］
　上記エチレン酸コポリマーは、エチレン／（メタ）アクリル酸／ｎ－ブチル（メタ）ア
クリレート；エチレン／（メタ）アクリル酸／エチルアクリレート；エチレン／（メタ）
アクリル酸／メチルアクリレート；エチレン／（メタ）アクリル酸／ｎ－ブチル（メタ）
アクリレート；および、エチレン／（メタ）アクリル酸／イソブチルアクリレートのコポ
リマーからなるグループから選択される技術的特徴１０記載のゴルフボール。
［技術的特徴１２］
　上記第２の熱可塑性材料は、ポリエステル；ポリアミド；ポリアミド－エーテル；ポリ
アミド－エステル；ポリウレタン、ポリ尿素；フルオロポリマー；ポリスチレン；ポリプ
ロピレン；ポリエチレン；ポリビニルクロライド；ポリビニルアセテート；ポリカーボネ
ート；ポリビニルアルコール；ポリエステル－エーテル；ポリエーテル；ポリイイド、ポ
リエーテルケトン、ポリアイドイミド；およびこれらお混合物からなるグループから選択
される技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１３］
　上記内側コアは、約０．１００から約０．８００インチの範囲の直径を有し；上記Ｈｉ

ｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約１５ショアＣから約９０ショアＣの範
囲である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１４］
　上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣは約２０ショアＣから約８５ショアＣの範囲であ
り、上記を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣが約３０ショアＣから
約９５ショアＣの範囲である技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１５］
　上記内側コアの上記中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）は約３０ショ
アＣから約６５ショアＣの範囲であり、上記外側コア層の上記外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅ

ｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は約４０ショアＣから約９０ショアＣの範囲であり、
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上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実現する技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１６］
　当該ボールは約２５から約５５の範囲の圧縮を有する技術的特徴１記載のゴルフボール
。
［技術的特徴１７］
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒと同じか小さくて負の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を実
現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
かつ、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が
約２０ショアＣから約９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実
現し、さらに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
［技術的特徴１８］
　上記非酸ポリマーは、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド
、ポリエステル、ポリエーテル、ポリビニルクロライド、ポリビニルアセテート、ポリイ
ミド、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレンジエンゴム、スチレンブロックコポ
リマーゴム、アルキルアクリレートゴム、およびこれらの混合物からなるグループから選
択される技術的特徴１７記載のゴルフボール。

［技術的特徴１９］
　ｉ）第１の熱可塑性材料を有する内側コアであって、上記第１の熱可塑性材料が、ａ）
熱可塑性非酸ポリマー；およびｂ）可塑剤を有し、当該内側コアが外側表面硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎ

ｔｅｒ）を有し、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅが上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ

ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配を実現する、上記内側コアと、
　ｉｉ）第２の熱可塑性材料を有する外側コア層であって、上記外側コア層は上記内側コ
アの周りに配され、外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）および
中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を有し、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａ

ｃｅ　ｏｆ　ＯＣが上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣと同じか小さくてゼロまたは負
の硬度勾配を実現する、上記外側コアとを有し、
　上記内側コアおよび外側コアがコア組立体を形成し、上記内側コアの中心硬度（Ｈｉｎ

ｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）が約１０ショアＣから約７０ショアＣの範囲であり、
かつ、上記外側コア層の外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）が
約２０ショアＣから約９５ショアＣであって、上記コア組立体に渡って正の硬度勾配を実
現し、さらに
　ｉｉｉ）少なくとも１つの層のカバーを有することを特徴とするゴルフボール。
［技術的特徴２０］
　上記非酸ポリマーは、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド
、ポリエステル、ポリエーテル、ポリビニルクロライド、ポリビニルアセテート、ポリイ
ミド、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレンジエンゴム、スチレンブロックコポ
リマーゴム、アルキルアクリレートゴム、およびこれらの混合物からなるグループから選
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択される技術的特徴１９記載のゴルフボール。
【符号の説明】
【０１２２】
１５、２０、３０　　　ゴルフボール
１０　　　コア
１２、２２、３２　　　内側コア
１４、２４、３４　　　外側コア層
１６　　　カバー
２６、３６　　　内側カバー層
２８、３８　　　外側カバー層
４０　　　中間層

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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